
増穂町昌福寺に伝わる有名な虫切り行事。毎
年、春・秋の彼岸に行われ、大勢の子供連れで賑
わう。幼児の夜泣きや癇の虫封じに御利益があ
るといわれる。
寺は増穂町青柳にあり、日蓮宗久遠寺の末寺。

山号は寿命山。あじさいで知られる同町徳栄山妙
法寺の住職であった日伝の弟子、日全が永仁６年
（１２９８）に開いたといわれている。この地を通り
かかった日蓮上人が、悪霊に悩まされていた里人
から、法華経を書写して悪霊を払い除けたという
言い伝えのある由緒ある寺。
また、山梨県初の総理大臣、石橋湛山の父が

この寺の住職をしていたことでも知られる。
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フォーラム 毎号ひとつのテーマをめぐっての競作エッセイ

身近な話題、生活用具を主人公にユニークな視点あれこれ

小説を書くという作業は、落とし物というよりは拾
いモノをする方が多いような気がする。
というのは、出来上がった作品が自分にとっての

拾い物という訳ではなく、そこに至る過程で知り得た
全てが拾いモノという意味合いである。
ものを書くということは、実はこんこんと湧きいず

る泉から掬い取るものではない。ある文章を書くた
めにはそのテーマに沿った基本的な知識を得なけれ
ばならない。
図書館に行く。書店に行く。大学に行く。人に会

う。話を聞く。手持ちの資料を紐解く。こうした時間
と手間を掛けた末に、やっと自分が望んでいる材料
を手に入れることが出来る。
一冊の小説を書くのに、１００の材料が必要だとした

ら、３００から４００の材料を集めなければ、執筆には取
り掛かれないのが「書く現場」の実情である。３００集
めた材料の中から２００を捨て去って１００を残す。とい
うことはどれを拾い上げ、どれを捨て去るか取捨選
択という作業が、大事だ。
同じテーマ、例えば「武田信玄」を扱っても「新撰組」

を扱っても、作家によって（文体は別にして）その
テーマに対する視線、視る角度、エピソードの取り上
げ方が違ってくるのである。
そこに資料（小説の材料）の取捨選択の妙がある。
さて、ここで捨て去った物を含む資料・材料が、実
は作家にとっての「拾いモノ」なのである。小説には
生かされなかった事柄が、作家の中で、いわゆる「ト
リビア」に変容していく。
雑学と言い換えてもよい。この「トリビア」を自分の

引き出しに入れておきさえすれば（必ず覚えておく、
という条件付きだが）、これが意外に役に立つ。
酒を飲んだ時の他人との会話。依頼された講演で

のちょっとした小話。かくて、落とした物の中から拾
うモノの奥深く底広いこと。役に立つこと。限りなし
という訳である。
さて落とし物の話である。落とすと失う、という言
い換えが許されるならば、言えることがある。「誰もが
確実に失うモノがある。それは時間。時間は人生の
最大の落とし物であろう」。

拾いモノの効用 江宮隆之

谷川俊太郎の「かなしみ」という詩の中に、「あの青
い空の波の音が聞こえるあたりに／何かとんでもな
いおとし物を／僕はしてきてしまったらしい」という
一節がある。
むろん、このおとしものが具体的な、たとえば万年

筆や財布などでないことはいうまでもない。去りゆく
青春の一抹の感傷を喩えて言っているのであろう。
だれにもそのような意味でのおとしものは人生の
節々にあるものである。うそぶくならば、「常に何かを
落とし続けているのが人生さ」。
現実的な話に切り替えよう。
笛吹川の河原で久しぶりに愛犬クロとはしゃいで

いた。クロ嬢に弄ばれ、よせばいいのに飛び跳ねた
りしたのがいけなかった。家に帰ってきてすぐに免
許証のないのに気がついた。シャツの胸ポケットに
入れておいたはずだった。１日おいて警察署に届け
出た。
「どうせそのうちまた出てきますよ」と冷ややかな家
内。「お父さんはいつでもそんなことばかり言ってる
じゃん」と父親を小馬鹿にするむすめ。

そして３日目、部屋のひょんなところから免許証は
「どうしたんだい」というような面構えで現れたのだ。
車の鍵もちょくちょくお隠れになる。合い鍵がある

ものの、「どこだどこだ」と焦る。しかし必ずお出まし
になる。
どうやら私には、ものを無意識にちょっとしたとこ

ろに置く癖があるらしい。
自慢じゃないが、私はおとしもののほうは余りした

ことがないと思っている。置き忘れが圧倒的に多い。
このごろは特にひどい。家内と一緒のときはいい。
家の中での置き忘れもいい。こまるのは一人で外に
いるときである。認知症ともなれば自分自身を置き
忘れてくるのではないか、と恐れる。
戦後６０年、日本人もたくさん大切なことを置き忘れ

てきたはずだ。なくしてきたにちがいない。おとしも
のだらけといってもいい。
だが、日本の、世界の、人類の、とんでもない最大

の悲しみの落し物は、２発の原子爆弾。大であれ小
であれ、戦争の落し物ほど無意味で罪なるおとしも
のはない。あの青い空から、信じられないほどだ。

とんでもない　おとしもの 古屋久昭

落
と
し
物
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江宮隆之■
えみや・たかゆき
増穂町生まれ。中央大
学卒。歴史文学賞、中
村星湖文学賞受賞。著
書に『白磁の人』『武田
勝頼　花の歳月』『女た
ちの新選組　花期花
会』など多数。新刊：
「母人形」（河出書房新
社）、「直江兼続」（学研
M文庫）
小説「白磁の人」は映画
制作委員会が作られた

古屋久昭■
１９４３年御坂町生まれ　
日本現代詩人会会員 日
本現代詩歌文学館評議
員　詩集に「落日採集」
ほか。童謡集に「虫らし
く花らしく」 エッセー
集等

岩崎正吾■
１９４４年甲府市生まれ　
作家　山梨ふるさと文
庫代表　現在 １冊で
も本のつくれるオンデ
マンド印刷機を山梨に
導入しようと奮闘中
また　インターネット上
で作家　出版活動をし
ようと模索中　今春
新作ミステリー『探偵の
冬』が刊行され　同時
に『探偵の秋』が文庫化
される

佐藤眞佐美■
１９３９年北海道生まれ　
日本児童文学者協会
日本洞窟学協会会員
著書に『怪奇！大東京
妖怪ゾーン』（ポプラ社）
『文ちゃんのはるかな知
床』（北海道新聞社）近
著に『シレットフのシル
バー』（草炎社）『山梨の
童話』（リブリオ出版）など

もちろん自慢になることではないが、落し物なん
かには事欠かない。特に老境を迎えたと自覚してい
る近年は、やたらに落し物をするようだ。「ようだ」と
他人ごとみたいにいうのは、自分でわかっていない
落し物がたくさんあるのではないかと思うからであ
る。落し物さえしなければ、きっと今頃はビルの２つ
３つ持っていたのではないだろうか。
現に今も、わたしは老眼鏡を見失ってしまい、日々、
不自由をかこっている。新聞も読めないし、食べる
ものだって何だかよくわからない。カボチャかと思っ
て口に入れたら、ナスだったりしてびっくりさせられ
る。老眼鏡は予備を５つ６つ持っているが、よりに
よっていちばんいいのを失くしてしまった。作り直せ
ばいいのだが、眼鏡の値段もバカにはならない。前
に失くしたときは冷蔵庫から出てきたから、今度も思
いがけないところから出てくるかもしれない。そう考
えるともったいなくて、１日延ばしているうちにと
うとう１ヶ月以上もたってしまった。
おそらくこれも年のせいだろうが、何年も前の「落

し物」のような出来事をふと思い出すこともある。若

い頃、世話になった人がいて、長いこと会わずにい
た。その方が急に手紙をくれ、返事を書かなければ
と思いつつ２年ほど過ぎてしまった。そして、突然、
その方の訃報が飛び込んできた。この落し物は永久
に探しだすことができない。万事休すと天を仰ぐし
か仕方がないのだ。
学生時代に金を借りて、そのままになっている友

だちのことを突然思い出すこともある。学生劇団にい
た時、上級生のイジメにあい、劇団をやめようとした
ことがあった。そのときたまたま居合わせた下級生
の女の子が、なぜか突然「わたしもやめる」と言った。
そんなことを４０年もたった今頃、あの下級生はわた
しに好意を持ってくれたのだと思いいたる。しかし、
これも、永久に探しだせない「落し物」としか言いよ
うがないものだろう。
落し物を探し、それらを数えあげ、そして取り返し

のつかない悔恨におそわれる。凡人の人生たるや、
その連続ではないだろうか。

青春落し物 岩崎正吾

アイヌ語でシレットクは、地の涯を意味する。知床
は、わたしの生まれ故郷だ。ここを舞台に４冊の児童
文学を書いている。『ジョンガラの歌がきこえる』─１９
６０年代に離農する一家を描いた自伝的少年小説。
『ぼくらは知床岬探検隊』─憲兵だった叔父が、敗戦
後５年間隠れていた秘境の風景（以上ポプラ社）。『シ
レットクのシルバー』（草炎社）─戦後知床にやってき
た都会の少年との交流。『文ちゃんのはるかな知床』
（北海道新聞社）─祖父母の知床開拓の苦闘の物語。
いずれも売れない。うだつのあがらぬ自称田舎の文
化人は、世界遺産登録の報せをきいて、いささか複雑
な心境である。
祖父たち山形開拓団が大正の初めに北海道へ入殖

したとき、まともな土地は有力者によって自在に切り
取られ、残っていたのは地の涯だけだった。５町歩
の原生林を５年で農地にすれば、無料でくれるという
条件で、５反百姓か小作人が主だった移住者にとって
は、大農になるチャンスだった。冷害、旱ばつ、洪水
と闘い、彼等はここで４年間頑張る。あと１年で自分
のものになる、と期待したその秋、思いもかけぬ災害

に見舞われる。イナゴの大群である。収穫直前の芋
や豆は根こそぎ食い荒らされ、その後は収穫皆無。
全員が知床を脱出、ほとんどが帰郷するか転職した。
数家族が、同じ知床の平地に移った。そこは三井財
閥の所有地「三井農場」の一画であった。再び小作
人に戻ったのである。
明治４０年の大洪水で、北海道の羊蹄山麓へ新山

梨村を築いた人々も、劣悪な立地条件に散りじりに
なる。一部が三井農場へ移動していた。ここでわた
しの父と母が出会う風景は、既に記したかもしれな
い。母はわたしが４歳のときに他界した。
開拓地では秋になると、隣近所が協同で収穫作業

をする。これを「手間返し」と言った。手助けにきた
同じ人数を、手間で返すのである。乾燥した雑穀を
むしろの上に広げ、から竿（先っぽの回転する竹竿）
で叩く。この脱穀作業を「落とし物」と言う。終わっ
た夜は、小皿叩いてのチャンチキ騒ぎ。翌日は隣の
家に手間返しにいき、終わればどぶろくざん昧。いま
知床に農家は一軒もない。むろん「手間返し」の習慣
も「落とし物」の風景もない。

失われた風景 佐藤眞佐美
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早野 「野鳥の会」という名前から
は、大きなロマンを感じますね。全
国組織で、先生はその甲府支部の支
部長をなさっています。会の理念は、
何でしょう。
依田 「今日は鳥、明日は人」です。
野鳥は自然環境の善し悪しを測る
指標ですから、野鳥の暮らしぶりを
知り、人の生活環境をよりよいもの
にしようという取り組みをしていま
す。活動の３つの柱は、知ること、
親しむこと、護

まも

ることです。野鳥の
生息環境を護ることは、人の生活環
境を護ることでもあります。
まず、鳥のことを知る、すると鳥

と人の距離が近くなる、親しみがで
る、すると護っていかなければな
らないという意識がめばえていき
ます。
「野鳥の会」の会員は、全国では約
４万人、甲府支部には２８０人の会員
がいますが、子どもからお年寄りま
で、幅広く、職業もさまざまです。
早野 山梨にはどのくらいの野鳥が
生息しているのでしょう。環境の変
化によって、種にも、生態にも、変
化が起こっているのではないでしょ
うか。危機的状況の野鳥もいるので
しょうか。
依田 やっと、このほど３年間の調
査結果がまとまったところです。野
鳥にはいくつもの種がありますが、
まず、一年中同じところにいる留鳥
が６０種、それから夏に日本に来て繁
殖する夏鳥が４０種、冬鳥が３３種、
それから日本列島を通過して南極
圏、北極圏を行き来する旅鳥が４種

います。また、迷鳥が４種で、合計
１６０種になります。
早野 全国では約５００種といわれて
いますから、約３分の１ですね。山
梨は県土の７８パーセントが山林です
から、もっと多いのでないかと意外
な人もいるでしょうね。
依田 山梨は海なし県ですから、海
鳥がいません。海鳥の種というのは
多いのです。また、日本列島は亜寒
帯気候から亜熱帯気候まで陸地が
長いのですが、山梨はそのなかに
あって、山に囲まれた狭い地域とい
えます。
さらに、山梨は山林の占める割合
が圧倒的ですが、山林の４４パーセ
ントは、スギ、ヒノキなどの人工林で
す。人工林というのは野鳥の生息環
境としてはあまりよくありません。野
鳥にとって望ましい条件は、餌にな
る実をつける低木や、虫のつきやす
い落葉広葉樹です。
早野 野鳥は環境の指標とおっしゃ
いましたが、野鳥の種は、いま、ど
のような状況にあるのでしょうか。
依田 残念なことに、４０年前の調査
では２７０種が確認されていました。
ところが、今日では、半分になろうと
しています。もちろんこれは山梨だ
けの原因というのではなく、野鳥の
住む環境というのは、地球レベルで
すから、問題が大きいのです。たと
えば、夏鳥は日本から南に帰っても、
生活する場所が失くなっています。
日本に渡ってきても、同じ状況にな
りつつあります。
早野 そうしますと、ダブルパンチ
ですね。
依田 野鳥の減少した理由には、生
息環境の消失と、生息環境の悪化と

があります。森林の伐採や、干潟の
埋め立て、湿地が失くなったことは、
生息環境の消失です。温暖化、大気
汚染、水質汚染は、生息環境の悪化
で、これらは地球レベルの出来事
です。
早野 こうした加速度的な減少で
は、１０年後は、一体どういうことに
なってしまうのでしょう。不安であり、
深刻ですね。
依田 このスピードで減り続けれ
ば、１０年後にはおよそ１００種になっ
てしまうでしょう。たとえば、イヌワ
シやライチョウなどは、すでに絶滅
の危機にさらされています。ハチク
マ、ハイタカなど、タカ類も、やがて
絶滅すると予測されています。

早野 自然界は、どうなってしまっ
たのでしょう。タカは勇壮で、大昔か
ら森の主ではなかったのですか。
依田 タカ類の減少は、自然環境の
悪化を如実に示しています。自然界
には食物連鎖があり、この食べたり
食べられたりする食物連鎖のピラ
ミッドの頂点にいるのが猛禽類で、
タカの仲間でした。
このタカが危機的状況にあるとい

うことは、環境がどれほど悪化して
いるかをうかがわせます。
早野 つまり、イヌワシやライチョウ
をはじめとして、この１０年間で６０種
が絶滅すると危惧されているのです
ね。絶滅とは、恐ろしいことですね。
依田 自然界には自然淘汰、つまり、
自然絶滅という絶滅の仕方がありま
す。環境が変わると生物もその環境
に合わせて生活の仕方を変え、適応

4

対　　談 山梨21

ゲスト

依田
よ だ

正直
まさなお

氏
日本野鳥の会甲府支部支部長

ホスト

早
はや

野
の

潔
きよし

早野組社長

早野　潔 依田正直　氏

野鳥は自然環境の指標
２７０種がいまは１６０種に

１０年で６０種が絶滅の危機
タカ類の減少と、森の異変

空から眺める山梨
野鳥の暮らしと生態
歌声、メッセージ、交流
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合わせていました。
冬には、雪のなかをヒヨドリが

やってきました。ある日、パチンコと
称する道具を作って撃ったところ、
足を傷つけてしまいました。父親に
見つかり、それはもう、きびしく叱ら
れました。
早野 野鳥との付き合いのしつけを
されたのでしょう。あの頃の子供は、
鳥が遊び相手でした。その向こうに
は、大きな自然がありましたね。
依田 ５、６歳の頃でしたか、狩猟
の好きな叔父さんに連れられ、スズ
メを撃ちに出かけました。撃ち落と
したスズメを探してこいといわれ、
手にのせたときのことです。
撃たれたスズメは、まだ温かくて、

そのとき、はっとしました。自分と同
じ生きものだということに気づいた
のです。野鳥の命というものを、は
じめて実感しました。

早野 山梨県の「県の鳥」はウグイス
ですが、これはどういうことに由来
するのでしょう。
依田 ウグイスというのは、その昔
から神の使いだとされてきました。
名のおこりも、宇佐八幡、熊野権現、
伊勢神宮、諏訪神社と、４つの神社
の頭文字をつなげると、ウグイスとな
ります。それから、ウグイスの動作は
機敏ですから、よく働く県民性を象
徴するのにふさわしい、ということ
だったのでしょう。
早野 甲府市の「市の鳥」は、カワセ
ミです。とてもカラフルな鳥で、宝
飾のまちにふさわしいのですが、い
ま、生息状況はどうでしょう。

依田 「市の鳥」を決定するときには、
カワセミ委員会を設け、３年ほど甲
府市内の全河川を調査しました。当
時は３６羽を確認しましたが、昨年の
調査では３０羽ほどでした。
カワセミは土手に穴を掘って巣を

作るのですが、都市化により、場所
探しが困難になってきました。里山
にまで出かけて巣作りをしたり、驚
きましたのは、廃土を盛ったところ
に繁殖したり、ゴミを埋めるために
掘った穴に横穴を開けて巣を作っ
たりしていました。
早野 けなげというか、涙ぐましい
ですね。
先生のお話を伺っていますと、探

鳥や、自然散策に出かけていきたく
なりますが、初心者のための手ほど
きをしていただけますか。
依田 探鳥の楽しみというのは、珍
しい鳥、美しい鳥を見たい、何種類
もの鳥と出会いたい、というのが主
流でしょうか。あるいは、写真撮影
や、カウント趣味というのもあります。
ＮＨＫの紅白歌合戦でも、紅白の採

点を「野鳥の会」の会員がカウントし
ていますよね。
探鳥の場所、コース、時間帯など

については、「野鳥の会」が監修し山
梨県が発行している「山梨の野鳥観
察地」などの冊子をご利用されると
よいでしょう。県内１５カ所のコース
を紹介していますので、どんな鳥と
出会いたいのか、環境や、季節を調
べてお出かけください。
早野 「野鳥の会」では年間を通し
て探鳥会をしていて、もう、４０年に
なるそうですね。毎月第１日曜日に
は定例の「武田の杜探鳥会」を開い
て、会員でない方も参加しています。
初心者はサポートをしていただくと
いいですね。

早野 通勤途中や家の庭でも野鳥
を見かけることがありますが、身近
に交流するにはどうしたらよいでし
ょう。また、「愛鳥」や「保護」の名の
もとに、誤解している接し方などは

していくのです。たとえば、長かっ
た翼が短くなる、ということがありま
す。これは絶滅というのではなく、
種は変わりますが、遺伝子は引き継
がれていきます。
ところが、絶滅というのは遺伝子

が失くなり、その種が絶えてしまうこ
とです。また、こうした自然絶滅とい
うのは約６０年で１種といわれてきま
したが、これに較べると、いまの絶
滅のスピードというのは、山梨におい
ては７,２６０倍という計算になります。
早野 これはたいへんなことです
ね。身近な動植物においても同じこ
とがいえるのでしょうか。突然姿を
見かけなくなり、どうしたのかと話題
になることがあります。子供の頃に
遊んだ動植物、たとえば、メダカが
いなくなりましたし、トノサマガエル
もいなくなりました。
依田 植物の絶滅にも驚かされます
ね。あんなにも身近だったキキョウ

や、オミナエシ、カワラナデシコも失
われつつあります。
なんといっても、永久凍土の異変

や氷河が溶け出したというのですか
ら、おだやかではありません。地球
の温暖化は、そこまで影響を及ぼし
ているのです。ある学者は、３００年
後には、人類の生存も危ぶまれると
警告しています。
早野 どうなのでしょう、アメリカの
ハリケーンも、温暖化に起因するの
ではないでしょうか。日本といわず、
世界といわず、異常なことが、あた
り前のように起こっています。

早野 野鳥というのは子供の頃から
接しませんと、なかなか親しくはな
れないのではないでしょうか。先生
は市川大門のご出身でいらっしゃい
ますね。

依田 自然に恵まれた地で育ちまし
た。昔は子供のおやつになるように
と、どの家でも庭に果樹を植えたも
のですが、わが家にはイチジクがあ
りました。学校から帰ってイチジク
の木に登ると、もうメジロが先に来
て実をついばんでいます。上手に穴
を開け、首を突っ込み、中をくり抜
いて食べるのです。およそ３０羽ほ
どはいましたが、手の届きそうなと
ころにいるのに、逃げません。追い
払っても、追い払っても、また、
集まってきます。
早野 憎めませんし、可愛いですよ
ね。野鳥と一緒の思い出が、たくさ
んおありなのですね。
依田 コノハズクは貴重で、山梨で
はもう１カ所しか確認できないので
すが、子供の頃は身近でした。夜、
神社の森で鳴くのが聞こえてくるの
ですが、神秘の世界に引き込まれま
した。祖母は霊鳥だといって、手を

県の鳥ウグイスは神の使い
甲府の鳥カワセミは３０羽

野鳥と親しんだ子供時代
メジロと食べたイチジク

身近な野鳥との交流法
過剰なサポートは禁物
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ないでしょうか。
依田 野鳥は野生ですから、野生を
失わせるようなサポートはすべきで
ないでしょうね。たとえば、給餌台
などの設置も、状況判断によります。
野鳥というのは、生まれたとしても、
およそ、２０パーセントしか生き残れ
ません。深刻なのは、冬場の寒さと
餌不足で、こうしたときのサポートは
よいでしょうね。
早野 「野鳥の会」が「ヒナを拾わな
いでください」というキャンペーンを
しましたね。
依田 野鳥のヒナは未熟ですから、
巣立ちのときに巣から落ちます。親
は心配ですから、放っておいても面
倒をみるのですが、これを確認しな
いで、可哀想だと拾い、鳥獣セン
ターへ持っていくケースが多いで
すね。

一方では、巣から落ちて自立でき
ないヒナは自然界では生きられな
い、したがって、拾うことはない、と
いう意見もあります。いずれにして
も、野鳥が人間依存になるような接
し方は避けるべきでしょう。
早野 保護したからといって、野生
に戻れるかどうかというと、これも
問題ですよね。
依田 身近で野鳥と交流するので
あれば、バードバス、つまり、水浴び
場を設けるとよいでしょう。都市化
により、道路も舗装され、水溜まり
というものがなく、昔のように野鳥
が水を飲んだり、水浴びをするとこ
ろが少なくなりました。これらは過剰
なサポートとはならないでしょう。
早野 タカ類が絶滅の危機にあると
いうことで、鷹とともに描かれた「武
田信玄画像」を思い浮かべました。

鷹狩りをはじめ、戦国の武将達はた
いそう鷹を好みましたよね。大空を
舞う精悍な姿に憧れ、夢を託したの
でしょう。
依田 その昔から野鳥と人の関係
は深く、歌に詠まれ、絵に描かれ、
昔話にも登場します。そうした作品
を鑑賞すると、よくそれぞれの野鳥
の特徴を捉え、細やかに表現してい
ます。若山牧水は旅をしながら、野
鳥の歌を３,０００首ものこしています。
宮本武蔵も、モズを描いています

が、一筆
ひとふで

でありながら、まさにモズ
の生態をとらえていて驚かされます。
じつによく観察しているのですね。
早野 先生がご覧になると、寺院
の襖絵に描かれた野鳥をとおして、
画家達の能力も明らかになってし
まいますね。

［構成：三神　弘］

野鳥
と
ともに

平成17年度後半の行事 日本野鳥の会甲府支部

野外調査計画準備会

定例探鳥会（竜ガ池の畔）

県民の日イベントの出店

小学生を対象に野鳥教室

野鳥豆博士コンクール

巣箱架設準備

巣箱運搬（背負子で現地に）

高さ10mの幹に巣箱を架設

体験してみませんか、
野鳥たちとの出会いを！！

■担当幹事（甲府：055-）
市川…232-1844 井上…0556-22-6261 遠藤…279-0326 大倉…272-2830 笠井…223-3987 小林…233-3040
斉木…253-5182 坂本…233-5574 清水…251-7927 中村…253-3989 野沢…228-7366 林 …232-7710
樋川…277-8826 藤原…237-5158 村山…241-5074 依田…252-2996

■定例武田の杜探鳥会は雨天でも行いますが、コースは変更します。どなたでも参加できます。
■その他の探鳥会は雨天、降雪中止。参加者募集は定例探鳥会などで、そのつど行いますので、担当者か事務局に申し込んでください。
■探鳥会以外の行事も、別途参加者を募集します。時間等が変わることもあります。
事務局：〒400-0826 甲府市西高橋町89（明日香建築設計事務所内）電話055-228-7366

URL：http://www5.ocn.ne.jp/̃yacho-kf     E-mail：n_hisa@muf.biglobe.ne.jp

月 日 曜 集合時間 集合場所 行事名 申込 担当

17年

10
2 日 7:30 武田神社前 定例武田の杜探鳥会 樋川
16 日 9:00 県立美術館西側駐車場 貢川と荒川合流点探鳥会 笠井

11
6 日 7:30 武田神社前 定例武田の杜探鳥会 樋川
未定 土日 8:30 小瀬スポーツ公園 県民の日イベント・野鳥のコーナー出展参加 清水
20 日 6:00 甲府駅北口 上越でマガンとサケの遡上を見る会 11/15 清水

12
4 日 7:30 武田神社前 定例武田の杜探鳥会（市民探鳥会） 樋川
4 日 11:00 （未定） オークション・忘年会 11/27 斉木

18年

1
8 日 7:30 武田神社前 定例武田の杜探鳥会 樋川
22 日 9:00 富士川大橋東詰 富士川大橋と三郡橋周辺探鳥会（市民探鳥会） 井上

2
5 日 7:30 武田神社前 定例武田の杜探鳥会 樋川
5 日 10:00 （未定） 室内研修会 中村
19 日 8:00 甲府駅北口 河口湖カモ類探鳥会 2/14 藤原

3
5 日 7:30 武田神社前 定例武田の杜探鳥会 樋川
19 日 7:30 甲府駅北口 野辺山周辺探鳥会 3/14 林

年



今年7月29日、筆者は韓国・忠清
南道の道都である大田のワールド
カップ競技場で、東アジアサッカー
大会の「日本対北朝鮮」の試合で、
思いもよらぬ体験をした。それは試
合に先立ち日本の選手の紹介や「君
が代」が演奏されると、会場内から
一斉にブーイングが起こったからで
ある。ところが、北朝鮮の選手の紹
介や北朝鮮の国歌演奏には、万雷
の拍手と歓迎のシュプレヒコールが
沸き上がった。そして、まさかのこと
であったが、目前で北朝鮮の選手が
日本側にゴールを決めると、会場は
ウェーブが起こり、韓国の観客は歓
喜の坩

る

堝
つぼ

と化したのである。
永年、北朝鮮問題を研究対象とし
てきた筆者には、会場内における韓
国の観客のとったこれら一連の行為
を、理解することができず、とまどっ
てしまった。韓国と北朝鮮は未だに
「休戦」（または停戦）状況にあり、北
朝鮮の国歌演奏などあり得ないはず
であり、朝鮮戦争では多くの人命被
害と国土の分断をもたらした、敵対
国歌ではないのか。それなのに韓
国の観客は北朝鮮チームを、自国の
チームのごとく応援し、日本選手の
一挙一動にはブーイングで応えるの
であった。
今年は日韓正常化40周年で、両国
政府は「日韓友情年」と位置づけて、
両国間のさらなる人的往来を促して
いる。たしかに、現在日本と韓国間
には24の都市から、定期航空便が飛
んでおり、羽田─金浦間は日韓の四
つの航空会社が一往復していたが、
今度は二往復に増便され、日韓は
「一日経済圏」となり、ビジネスマン
には国内出張と同じような地理感覚
となり、歓迎されている。
しかし、日韓が時間的には「近く
て近い国」になっても、最近の韓国

における対日感情と認識は、これと
は反対にマスコミや若者世代を中心
に、大きな溝が生じてきている。こ
との発端は島根県議会が竹島の領
有権を宣言したことにあるといわれ
ているが、問題の根はもっと深く、
行き着くところは韓国や中国、北朝
鮮の教科書などが過去の歴史、特
に日本植民地時代の実態をどのよう
に教えており、マスコミが現在の日
本をどれだけ実態に則して伝えてい
るかということになる。
8月15日を前に、韓国・ソウルの中

心部にあるソウル市庁舎は、建物全
体が韓国の国旗（太極旗）で包まれ、
市民の目を引いた。一方、中国でも
15日から9月3日の「抗日戦争勝利記
念日」に向け、「抗日戦争勝利六十周
年」キャンペーン一色で染まってい
る。中国各地では中国政府の資金
援助による、「抗日記念館」が新設ま

たは拡充されており、山梨県と姉妹
関係にある四川省には、民間の抗日
記念館としては最大級の「四川建川
博物館」が省都の成都に開館し、ほ
かにも南京市には「日本戦犯裁判記
念館」が、湖南省・常徳市には「細
菌戦被害者記念館」、黒竜江省・チ
チハル市には「旧日本軍毒ガス被害
記念館」が新設した。
北朝鮮は、日本支配から解放60周

年にあたる今年は、「光復六十周年
記念・自主平和統一のための八・一
五民族大祝典」へ参加するために、
韓国に北朝鮮の対南工作の責任者
である金己南・朝鮮労働党書記を団
長とする、代表団を韓国に派遣した。
そして、滞在中に反米発言は行わな
かったが、日本については8月15日
に、旧西大門刑務所跡を訪問した時
に、歴史問題などで日本を激しく非
難する特別声明を韓国側と共同で
発表している。
最近、韓国と中国の歴史教科書

が日本をどのように伝え、日本植民
地時代をどのように記述しているの
か、ということが話題となり、これら
に関する多くの書物が出ている。し
かし、北朝鮮の教科書についての
言及はない。これは北朝鮮の教科
書の入手が極めて難しいということ
にもよるが、筆者が入手した北朝鮮
の小学校1年生の国語の教科書に
は、日本人ではなく「日帝野郎」「倭
奴」などと紹介され、「日本地主野郎」
「日本巡査野郎」も登場する。これで
は、まともに「日本」と「日本人」を理
解してほしいと願う方が、無理なの
かもしれない。「隣国との友好・親善
関係」の維持とは、文字や言葉で言
うことはやさしいが、日本をとりまく
隣国の日本を見る目と、現実の世界
はもっと厳しいことを、われわれは
理解しなければならない。

「ダイヤモンド工具と聞いて、どん
なものかすぐに思い浮かびますか」
と笑顔で話し始めたのは、山梨旭
ダイヤモンド工業株式会社の大串守
社長。イメージは浮かぶが、説明す
るとなると難しい。話を伺ってみる
と、ダイヤモンド工具は生活のあら
ゆる場面で使われ、産業や文化の
発展にも欠かせない重要な工具で
ある。今回はそんなわたし達の生活
を支えているダイヤモンド工具を製
造している企業を訪ねた。

時代が変わっても
求め続けられる工具

ダイヤモンドは知っての通り、地
球上に存在する何よりも硬く、耐摩
耗性など優れた特性を持っている。
その特性を生かしたダイヤモンド工
具は研削、切削、切断などさまざま
な工具に使われている。道路の切
断や溝入れ、自動車ガラスのカット
や眼鏡レンズの研磨、注射針の成型
など、その活用場面は限りない。

旭ダイヤモンド工業の子会社である
山梨旭ダイヤモンド工業は、さまざま
な場面で使われている工具を手掛
けている。その技術力は高く、天然
ダイヤを使った切削工具は、旭グル
ープでもここでしかつくっていない。
また「レジンボンドホイール」といわ
れる自動車部品などの製造に使わ
れる回転砥石は、山梨旭の主力製
品で、日本の基幹産業である自動車
業界を力強く支えている。「最近は
信号機が発光ダイオードを使ったも
のに変わってきていますよね。その
発光ダイオードを切削するにもダイヤ
モンドが使われているんです。ダイ

ヤモンド工具の用途は広く、時代が
変わってもなくなることは考えられ
ません」と大串社長。
ニーズは限りなくあるが、一方で

ダイヤモンドには限りがある上、と
ても高価なもの。それほどの需要に
こたえるために、やはり人造ダイヤ
モンドが多く使われているという。
人造ダイヤモンドは使い道に合わせ
て、切れ味や耐摩耗性など特性を重
視したものを開発できるという利点
があり、価格も抑えられるという。

業界最大手の
確かな開発力、技術力

ダイヤモンド工具業界は現在、６０
社以上が協会に加盟していて、その
年間売上高は９００億円から９５０億円
といわれている。旭ダイヤモンド工
業は連結ベースの売上高が３５０億円
で、全体の約４割を占める業界最大
手。年間売上高５千億円といわれる
世界市場でみても、一位の売り上げ
を誇る。「ダイヤモンド工具メーカー
はヨーロッパにもアメリカにも多くあ
るんですが、ホイルだったらホイル
のみを扱う専業メーカーが多いんで
す。うちのグループのようにダイヤモ
ンド工具全般を扱っているメーカー
は少ないですね」。あらゆるニーズ
にこたえられるのは、確かな開発力、
技術力を備えている証だろう。
「これからは山梨旭独自の製品を
さらに増やしていきたいですね」と
語る大串社長。既に生産技術部が
新たな製品開発に向け動き出して
いるそうで、山梨旭ダイヤモンド工
業のさらなる発展が期待される。
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トピックス 明日を見つめる話題満載のコーナー
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●山梨旭ダイヤモンド工業 株式会社 ●
１９７０年９月甲府市にサンダイヤモンド工業（株）設
立。７６年に韮崎市に移転し山梨工場を建設。７７年
に甲府工場を閉鎖、その後生産の拡大に伴い山梨
工場を四期にわたり増築。８６年４月に社名を「山
梨旭ダイヤモンド工業株式会社」に変更。８８年９月
に本社工場を韮崎市に移転。年商（２００３年４月～
０４年３月）は２５億６千万円。従業員数は約１４０人
で、ほとんどが山梨県出身者。

〒４０７-００３１
韮崎市竜岡町若尾新田８００
1０５５１-２２-７５０１・ＦＡＸ０５５１-２２-７０６９

山梨旭山梨旭ダイヤモンド工業工業 株式会社株式会社 山梨旭ダイヤモンド工業 株式会社 



甲斐の武将武田信玄が築いた信
玄堤。その信玄堤に、力強い太鼓の
音が響き渡る。演奏しているのは甲
斐市の和太鼓衆「信玄太鼓保存会」。
その音は、信玄の名にふさわしく、
頼もしく力強く響き渡る。
信玄太鼓保存会は旧竜王町の青

年団によって昭和５６年に発足。当
初は和太鼓は初めてというメンバー
ばかりだったが、みんなで一から勉
強し、その活動の場を広げてきた。
現在のメンバーは園児から４０歳代

までの５０人。約半数が子どもたち
だ。毎週２回、信玄堤にある甲斐市
の施設を拠点に練習を重ねている。
「太鼓は礼に始まり、礼に終わる世
界なんです」と教えてくれたのは代
表の中込雅仁さん。なるほど、集まっ

た子どもたちはみな大きな声であい
さつし、返事も姿勢も気持ちいいほ
どまっすぐだ。
信玄太鼓保存会は演奏している曲

のほとんどを、メンバー全員で作っ
ている。１人が基本となる音を作り、
それを太鼓を鳴らしながら全員で色
づけしていく。「自分たちの手で１曲
１曲つくり上げているので、曲に対
する思い入れや愛着が強く、それが
演奏に生きていくのだと思います」
と中込さん。練習しながらさらに色
づけするので、完成することはない
というが、その飛躍し続ける曲こそ

信玄太鼓保存会の魅力なのだろう。
地元甲斐市や近隣の市町村の祭

りなどで活躍している保存会だが、
５年ほど前には海外遠征も経験して
いる。旧竜王町の姉妹都市である
米・アイオワ州で開かれた「世界ドラ
ムフェスタ」に出演。アフリカやイギ
リスなど８チームと共演した。「演奏
後のスタンディングオベーションは忘
れられません。各国の人と共演もで
き、とても勉強になりました」。
そんな経験も生かしながら、今後

もますますその活躍が期待される信
玄太鼓保存会。中込さんは「太鼓は
みんなでカバーしあい、助け合うこ
とでいい演奏ができる。そんな太鼓
の演奏を通して、みんなが人として
大切なものを学んでいけたらと思い
ます」と語る。気持ちがなければい
い音は出ないという太鼓。信玄太鼓
保存会が打つ太鼓の音からは、メン
バーみんなの熱い思いがしっかりと
伝わってくる。
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サークル訪問 汗で育つ　感性が光る

街にめばえる文化探訪

地元で愛され、海外でも活躍している甲斐市の和太鼓衆

太鼓を通して
人として大切なものを
学びたい

信玄太鼓保存会

現地案内所 TEL 055-223-1188お問い合わせ先 

ＩＳＯ１４００１　ＩＳＯ  ９００１ 
認証取得 http://www.hayano.co.jp

長野県飯田市鼎中平2821-1
静岡県静 岡 市 南 町 5 - 1 7  
岐阜県土岐市泉梅の木町1丁目32 
南アルプス市小笠原1355-5 ＭＳＣビル2-3号 
東京都千代田区神田神保町2-4 水戸興産ビル4F

TEL（0265）22-3969 FAX 52-2171 
TEL（054）284-3808 FAX 284-3919 
TEL（0572）55-2834 FAX 55-0817 
TEL（055）280-3187 FAX 280-3189 
TEL（03）3230-7005 FAX 3230-7006

中 部 支 店 
静岡営業所  
岐阜営業所  
南アルプス営業所 
神田営業所  
 

■ 
■ 
■ 
■ 
■ 

◆信玄太鼓保存会◆

甲斐市の旧竜王町を拠点に和太鼓の演奏活動を展開している。練習
は毎週月、水曜日の週２回。毎年甲斐市の夏祭りなどの舞台に立って
いる。１０月９日に行われる甲斐市の「ドラゴンフェスタ」にも出演予定。

問い合わせ 代表　中込 雅仁
連　絡　先 〒４００-０１１４ 甲斐市万才２７０ 1０５５（２７９）３６９８

本番に向け、練習にも熱が入る

小さな子供には
基本から



夫の転勤に伴い、３年間の甲府生
活を経て、６月より浜松の住民となり
ました。甲府同様、静岡に住むのも
はじめてで、知り合いが全くいない
スタートとなります。転勤族というの
は自分の意に関係なく、突然、しか
も決まればすぐに異動しなければ
なりません。落ち着かないものです。
日本各地を観て歩けるメリットがあ
るものの、子供を連れての引越しは
予想以上に大変なものでした。しか
しながら、子供が未だ小さく手もか
かり、目が離せないことから、引越
前後も今までとほとんど同じペース
で散歩へ行き、昼寝をさせ、寝てい
る合間に用事をすますという日々を
送ってきました。
そして現在も、思い立ってしばし

山梨の行き慣れた場所へ行き、同じ
生活ペースで過ごす時間を大切にし
ています。これはもちろん気分転換
もありますが、息子に記憶にしっか
りと留めておいて欲しいという願い
もありました。転勤族である息子は、
これからも数々の土地での出会いと
別れを経験することでしょう。その
たびに一通過点として土地を去るの
ではなく、土地との出会いを大切に
して欲しいのです。その中でも山梨
は、息子が産まれ幼少時代育った場
所。「三つ子の魂百まで」というよう
に、幼少時培った感覚は、身体に染
み付いているのではないか、と感ぜ
ずにはいられません。
山梨に住み始めた子供の居ない

当時は、ワインと温泉を中心に、山
梨でしか味わえない、お洒落で質の
良い暮らしをしよう！などと意気込ん
でいました。気付くと山梨での生活
は、美味しいワインはもちろん身近

にあったものの、ワインを含めた、子
供と共に過ごす自然であり、心地よ
い環境が興味の中心となってゆきま
した。子供の視点で物事を観るほど、
よい素材や本当に美しいものに貪
欲になります。季節の流れと共に変
わりゆく自然の色、音、香り、温度、
味等、ともすると見過ごしてしまう事
ばかりに目を奪われ、感動した日々。
季節は見つけるものではなく、やっ

てくるものなのだ、という当たり前の
感覚も日頃の散歩を通じて実感しま
した。
ふと私の脳裏に、「里の味」という

言葉が駆け巡ります。子供を丈夫で
健康に育てる為に、毎日散歩をし、
地元の旬の産物を探して食すという、
単純な生活全てに「里の味」を感ず
るのです。かつて北海道出身の父が
田舎からジャガ芋が送られてくるたび
に、「故郷のジャガ芋が一番美味し
い。」と言う姿をみて、「他のだって美
味しいのに」と思ったものでした。山
梨に住み離れた今、父の気持ちがよ
く解るようになり、山梨からあれこれ
取り寄せたりしています。
山梨で出会い、今では家族同然

のおつき合いをさせていただいてい
る、蔵元のお母さんの作る季節の煮
物に、出汁のきいたお茶漬け、そし
て梅干し。ここには私の中での山梨
の里の味がぎっしりと詰まっていま
す。日常のもっとも慣れ親しんだ場
所、人、食が、山梨を離れた今、私
達の大切な里の味と感じる今日この
ごろです。
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セミナー ちょっと知っておきたい

身の回りの豆知識

昌福寺は増穂町青柳にある日蓮
宗久遠寺の末寺。永仁6年（1298）日
全の開山といわれています。12代
一道院日法上人が、京都の霊元天
皇の重病を加持で治したといわれ、

その後、虫切加持、御礼の秘法が
今日までずっと伝えられてきました。
現在、虫切加持は春と秋のお彼岸
に行われ、加持祈祷は虫切り加持
堂で子供の手のひらに朱で秘法の
文字を書いて行われます。特に、
幼い子供の癇

かん

の虫封じに御利益が
あるといわれています。県外からも
人が訪れるなど、大勢の参拝者で賑

わいます。その他、お寺では珍しい
コンサートなども開かれています。

○『甲府大好きまつり（甲府ウィーク）』
10月第1土曜日　甲府市駅前周辺

○『箕輪新町金刀比羅神社例大祭』
1日　北杜市高根町箕輪新町

○『武田八幡宮祭典』
10月第2日曜日　韮崎市神山町北宮地

○『諏訪神社祭』
9日　山梨市三富徳和

○『身延山お会式』
12日　身延町身延山久遠寺

○『賀茂春日神社祭（春日さん）』
15日　笛吹市春日居町加茂

○『大根まつり』
3日　北杜市明野町浅尾

○『琴平さん』
11月中旬　南部町福士・万沢

○『高尾山の夜参り』
11月第4日曜日　南アルプス市高尾（旧櫛形町）

○『内船子供歌舞伎』
12月第1日曜日　南部町内船

○『大藤の籠馬』
7日　塩山市大藤

○『山田の神楽獅子』
13日　市川三郷町落居（旧六郷町）

○『厄除地蔵』
13日　笛吹市御坂町上黒駒

○『ドンド焼き』
14日　各地

○『長塩の小正月』
14日　身延町長塩

○『塩平の獅子舞』
14・15日　山梨市牧丘町塩平

○『塚原の獅子舞』
15日　甲府市塚原町

○『一の酉祭典』
第1日曜日　市川三郷町上野（旧三珠町）
表門神社

○『美和神社の湯立て祭』
8日　笛吹市御坂町二之宮 美和神社

○『厄除け地蔵尊祭』
14日　甲府市湯村3丁目

○『くもの巣祭り』
3月第1日曜日　南アルプス市西吉田（旧櫛形町）

○『神部神社祭礼』
14日　南アルプス市寺部（旧若草町）

○『天神中條天満宮例大祭』
25日　増穂町天神中條

山梨の祭り その土地に受け継がれる

祭りにスポット

～Seasons Yamanashi～

里
の
味
〜

エ
ッ
セ
イ
ス
ト

深
谷
百
合
苗

寿命山

昌
しょう

福
ふく

寺
じ

虫切加持

10月

11月

12月

1月

2月

3月

☆市町村名はH17.10.1現在のものです。
開催日は事前に確認してください。

ふるさとの祭り（10月～3月） ちょっと行ってふるさとを感じてください。
他にもたくさんの祭りがあります。
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インフォメーション 早野グループ発

今シーズンのフレンド情報

INFORMATION

フロントグリルにオープンハートの専
用エンブレム、おしゃれのポイントで
ある足元にもハートをモチーフにした
キュートなデザインのアルミホイール
を装着している。
「ヴィッツキュート」の他にも「ヴィッ
ツ・スポーティ」「ヴィッツ・スマート」と
いったネッツトヨタ甲斐だけで購入で
きるオリジナル特別仕様車を多数ライ
ンナップしている。

甲府東住宅公園展示棟7月31日よりオープン！！

トヨタホーム山梨（株）
本社：中巨摩郡昭和町河西1043 TEL 055‐275‐1234  FAX 055‐275‐7806

http://toyotahome.mediagalaxy.ne.jp/yamanashi

この標識知ってる？

「総重量限度緩和指定道路」
と「高さ限度緩和指定道路」を
示すものです。
貨物輸送の効率化・円滑化

を目的として、総重量２０ｔを超
える車両や、高さ３.８ｍ超４.１ｍ
以下の車両が走行できる道路
が指定されるようになりまし
た。この標識は、対象車両が
適切に指定道路を走れるよう
に案内するものです。 （株）ロード　本社：甲府市下小河原町262番地　TEL055-241-6161（代）

FAX055-241-6118 e-mail  uproad@pluto.plala.or.jp

信号に取り付けられていて交差点の名称を表示している
ものですが、ほぼ一斉に茶色い楕円形に変わりました。観
光振興を重要政策として位置付ける山梨県が、英字表記の
見直しや統一化、景観に配慮しかつ見やすい材質などを検
討し、交差点名標識の取替を行ったものです。 今後は、
観光地を案内する標識の整備も計画されています。
（株）ロードでもこ
れらの標識工事を施
工し、わかりやすく
円滑に目標地点を案
内する標識の充実に
貢献しています。

甲府東住宅公園内に当社モデルハウスが新規オープン
致しました。高級感のある安心・安全なトヨタホームを、
ぜひ一度ご覧下さい。

■ シンセレゾンG
■ 1階132.71m2（40.14坪）
■ 2階110.05m2（33.29坪）
■ 延床242.76m2（73.43坪）
■ 主な仕様 太陽光発電システム搭載

各種防犯仕様
1F外壁タイル仕上（ライトクリスタボーダー）

■ 甲府東住宅公園　ご案内図

環境事業部 発足

近年、環境に関する社会的関心が増してきており、企業活動を行う上
で環境への配慮は必要条件となってきています。省エネ・省資源建築、
屋上緑化などの地球温暖化関連事業、あるいは、土壌汚染対策法制定
に伴う土壌汚染浄化など、地元最大手建設会社として幅広い顧客との
取引がある当社としては、今後新規環境関連法規制の制定や環境配慮
型社会の構築の流れから自然的に環境関連顧客ニーズ発生が予想さ
れ、積極的に取り組まねばならない事業であると考えられます。そんな
背景から環境事業部が発足いたしました。

１．職務分掌

２．活動方針

（株）早野組　本社：甲府市東光寺1-4-10 TEL055‐235‐1111
http://www.hayano.co.jp

介護保険外のおまかせサービスをご利用ください。

平成１８年４月より、介護保険制度が改正されます。介護
保険が使えなくなって困ってしまうという方、また介護保険

のサービスだけでは、質・量とも足
りない方、おまかせサービスを
ご利用ください。
サービスメニューとして、
おまかせケアコース・おまか
せ家事コース・おまかせタク
シーがございます。左記に
て気軽にお電話ください。
介護保険を使わない自費での

サービスとなります。
（株）やさしい手甲府
本部：甲府市青葉町14-15 TEL055‐231‐6633

こんなにカワイイ特別仕様車見たことないヨ

キュートなヴィッツ発売中

ゆとりある輸送計画のお願い

大型トラックは、スピードリミッターの装着が２００３年９月か
ら義務付けられました。（車輌総重量８トン以上又は最大積
載量が５トン以上）
スピードリミッターは、法定速度の遵守のための装置で、

装着車は９０ｋｍ/ｈを超えて加速できません。このため輸送
所要時間への影響等が予想されますので、出荷手続きは早
めにお願いします。
スピードリミッターの装着義務付けは、適正速度を遵守さ

せ、事故の防止や環境負荷低減を図るための規制です。無
理な輸送計画は、休憩時間の短縮や連続運転時間の長期化
による過労運転が生じることとなり、安全な輸送への支障を
きたします。ゆとりある輸送計画へのご理解、ご協力をお願

いいたします。

甲府通運（株）
本社：中巨摩郡田富町流通団地3329‐1 TEL055‐273‐0611

おまかせケアコース ２,１００円（税込）
おまかせ家事コース ２,１００円（税込）
おまかせタクシー（乗降介助１回あたり） １,０５０円（税込）

時　間 ８：００～１８：００ 時間外は２５％割増
※医療行為や危険が伴う行為は出来かねます。

イッツモア 

プラスバリュー 

山梨中央山梨中央 
自動車教習所動車教習所 

甲府東住宅公園甲府東住宅公園 
R140

R140

至甲府バイパス 

イッツモア 

プラスバリュー 
GS

向町2

至笛吹市 

JR中央本線 

至石和温泉 

十郎橋西 

インフォメーションセンター 

トヨタホーム展示場 

酒折駅 
山梨中央 
自動車教習所 

横根跨線橋南 

中銀 

上阿原 

R411

至韮崎市 甲府バイパス 
ケンタッキー 

甲府東住宅公園 建物概要

料金表（１時間あたり）

電話 ０５５-２３１-６６３３≪本部≫

ネッツトヨタ甲斐（株）
本社：甲府市朝気3丁目10‐21 TEL055‐232‐5511

効果その１　事故の防止

高速道路の大型トラックによる死亡事故につ
き、２０～４０％低減が可能

効果その２　環境効果

軽油の消費量や二酸化炭素の排出量を抑制で
き、環境負荷の低減に効果的。

『環境関連法規制に伴って発生するものを主体とした環境
事業の研究・営業・工事の総合監理』

１)  前期：６月～１０月
●主力事業分野（ターゲット）の特定
調査検討事項：補助金制度、（顕在及び潜在）需要、
営業ターゲット、社内体制

●ターゲットが特定された顧客への営業活動

●現時点で検討対象としている分野

・建設業と密接に関係する分野として
土壌・地下水汚染浄化
屋上・壁面緑化（技術部連携）
コンクリート劣化補修（技術部連携）
新エネルギー関連（太陽光発電、風力発電、小規模水力、バイオマス）
（設計部連携）
アスベスト処理（建築工事部連携）
森林保全（土木部連携）

・建設業と関係の薄い分野として
廃棄物処理（一般廃棄物含む）

2)  後期：１１月～５月
●今年度の主力営業分野を絞り、営業活動を推進する

フルモデルチェンジされた「ヴィッツ」をベースにネッツト
ヨタ甲斐だけのオリジナル特別仕様車「ヴィッツキュート」。

お問い合せ先　TEL055-220-1170  FAX055-220-1171
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歴　　史 もっと身近なふるさとの歴史

郷土史の偉人英雄を今日に招待

小田原の北条氏政のもとに政略結
婚で嫁がされた、武田信玄の娘黄梅
院は、母は三条夫人である。黄梅院
は名前は明らかではないが、天文１２
年（１５４３）の生まれで、三条夫人は
そのあと、見

けん　

性
しょう

院
　いん

天文１３年（１５４４）
と、真

しん　

龍
りゅう

院
　いん

天文１４年（１５４５）の娘達
を生んでいる。
この三人はそれぞれ政略結婚で、

黄梅院は小田原の北条氏政に、見
けん　

性
しょう

院
　いん

は河内の穴山信君（梅雪）に、
真
しん　

龍
りゅう

院
　いん

は木曽の木曽義昌に嫁がさ
れている。
そのうち結果的に一番不幸に襲わ

れたのは長女の黄梅院であった。わ
ずか１２歳で嫁がせられ、初産と二
度目は母体が弱く死産、その後嫡男
氏直が永禄５年（１５６２）に生まれて
いる。そして同７年ころ二男氏房が、

永禄９年に三男直重が誕生している。
これでみると黄梅院は、結婚当初

から十数年間は、氏政との関係は平
和そのもので、また幼女の結婚を気
遣う信玄夫妻の愛情も強く、残され
ている資料の中にそれが滲んでい
る。氏政との結婚の約束が取り交わ
されたのは、天文２２年（１５５３）正月、
まだ１１歳を迎えたばかりのときであっ
た。高白斎記を見ると、「天文二十
二癸丑、二月廿一日戌ノ刻来ル甲寅
ノ年小田原ヘ御輿入レラルベキノ
由、晴信公ヨク御誓句、氏康ヨリノ
御誓句ハ去ル正月十七日ニ来ル」と
あって、やがて天文２２年１２月、盛大
な御輿入れが行われたのである。
ところが黄梅院は宿命というべき

か、悲劇的な運命にもてあそばれて、
終生を呪われてしまったのである。

氏政に嫁した１２歳の夫人は、弘治
元年（１５５５）１３歳ですぐ懐胎し、１１
月男子を出産したが、産児はすぐ
夭折
ようせつ

してしまった。母体がまだ未熟
だったのである。
夫人は弘治３年（１５５７）、１５歳で

二度目の懐胎をしているが、この子
もその後の生命は明らかではない。
こうして記録を追うと、夫人の子供
は嫡男の氏直が永禄５年（１５６２）誕
生、同年７年ころ二男の氏房が生ま
れ、永禄９年（１５６６）三男直重がそ
の腹から誕生している。
従って子供運には、最初から不幸

だったわけではなく恵まれた方なの
である。父信玄もまた愛娘
の安産を願って、二度も富
士御室浅間神社に願文を
捧げている。写真にかか
げたものがそれで、わが娘
を思う情愛がにじんでい
て心打たれる。とくに母親
の三条夫人の思いは切な
かったろうと思う。
こうして黄梅院は未熟な

体ながら２６歳までに、実に６人の
子供を生み、そのうち４人が無事成
長した。三男直重のあと、四男氏定
もこの夫人の子供であった。
ところが甲駿相の三国同盟は永禄

１１年（１５６８）に完全に決裂、崩壊に
向かってしまい、信玄が駿府を占拠、
今川氏真に娘を嫁がせていた北条
氏康は怒り心頭に発して、その報復
措置として氏政に命じ、黄梅院をた
だちに離縁して甲州に帰してしまう
よう命じた。氏政は夫人を心から愛
していたので、幼児が４人も残され
てしまったのであるから、父の措置
を不服として抵抗したようであるが、

その個人の意志など全く通じない時
代であった。
突然甲斐に帰された氏政夫人は、

こうした女性の宿命であるけれども、
すぐ剃髪して尼になってしまった。
甲府・大泉寺の安

あん

之
し

玄穏
げんおん

が尊師にえ
らばれた。法

ほう

諱
き

は宗
しゅう

芳
　ほう

、雅号は春林、
法号が黄梅院であった。
しかしいくら剃髪して宗芳尼にな
ったからといって、愛する者に生身
で引き裂かれてきた身であるから、
すぐさま悟りが訪れるというもので
はない。むしろ毎日のように泣き明
かし、運命の苛酷さを呪って、子供
達を思う怨

うらみ

言
　ごと

が胸一杯に脹らんでいっ

たろうことが想像できる。
こうして、その口に出しきれない

鬱積
うっせき

した怨念が、次第に夫人の身を
さいなんで、寿命を縮める結果に陥
り、わずか半年も経たない永禄１２
年（１５６９）６月１７日、氏政夫人はこの
世を去ってしまったのである。
武田信玄は非情な政略結婚にもて

あそばれて死亡してしまった、この
不幸な息女のために、巨摩郡竜地
に菩提寺を建てて、黄梅院と名付け
てその亡骸

なきがら

を葬ってやった。
法号は黄梅院殿春林宗芳大禅定

尼という。なお、高野山高室院の
「北条家過去帳」をみると、「相州太

守氏政御前様、黄梅院殿春林宗芳
大禅定尼　永禄十二年六月十七日」
と記録されている。これはいうまで
もなく、夫君の北条氏政の配慮であっ
て、氏政は甲相同盟が復活すると、
甲斐で死んだ亡き妻の霊を小田原
へ迎え、箱根の早雲寺に塔頭の黄梅
院を聞いて、甲斐からの分骨として
葬ったのである。
私は何度も双葉町竜地に入って

いるが、寺は勿論今は存在せず、黄
梅院の墓所だけが残っている。竜地
には黄梅院の子安地蔵尊というのも
残されている。木彫であり、漆に箔
をおいた黄金仏で、胸の中央に嬰児

を抱いており、室町末期
の作品であって、黄梅院
建立のとき本尊として祀ら
れていたものだという。
そこからは信玄夫妻の長
女急逝への愛惜がにじん
でいて胸を打たれる。さら
に竜地には黄梅院旧蔵を
伝える不動明王立像という
のも残されている。伝えで

は氏政に嫁した頃の娘に与えられた
ものだと言われており、真っ赤な火
炎を背景に剣を右手に持ってすっく
と立っており、不動としては若 し々い
姿の立像で、そこからも、信玄の娘に
よせる愛情が強く匂ってくる。
こうして残された史料を見ている

と、政略結婚というのは、人間の常
識や人智をこえたものであって、不
気味なほどに露骨で非情さをもって
いるが、そこからはまた、運命を呪
い、怨念がふくらんでいった夫人の
涙がよく理解できるのである。甲斐
に帰されて僅か半年で世を去った
夫人に思いを寄せてほしいと思う。

政略結婚にもてあそばれ
子供達とも引き離されて
故郷で空しく死んだ人

上野　晴朗
うえの　はるお
１９２３年山梨市生まれ　歴史家・作家
県立図書館郷土資料室を経て６７年から
文筆活動に入る　著書に｢甲斐武田氏」
等多数

双葉町黄梅院旧蔵の不動明王像
信玄がわが子黄梅院に与えたものという

わずか12才で北条氏政に嫁した黄梅院の
安産健全を祈る晴信（信玄）の文書
（弘治3年11月）

妙法寺記にのる、信玄の長女黄梅院が北条氏政に嫁した様子（天文23年の記録）

永禄9年5月、信玄は黄梅院の無事出産を再び祈願した

武田信玄の長女
黄梅院

（ お う ば い い ん ）

旧黄梅院本尊の地蔵菩薩 黄梅院の墓　双葉町黄梅院跡



るし、重なりあう滴りの間からはさま
ざまなイメージが浮かんでは消えて
いくような気持ちになる。
盛り上がったり沈みこんだり、錯

綜する線描の中から思わぬ具象的
なイメージが飛び出す。
大作の場合は見ている自分自身が

絵の中にくるみ込まれてしまうような
印象さえ受ける。仮面や人の顔や動
物の姿、太古の記号などが画面の中

で渦巻いているような気もするのだ。

４４歳で交通事故死
こうしてポロックは、独自のアート

を見出すのだが、ポロックをアメリカ
の代表的なアーティストに押し上げ
たのは、皮肉なことに彼の交通事故
死だった。
１９５０年の秋、ポロックの制作過程

を写真家ハンス・ナムースが撮影す

る。おそらく緊張したのだろうがこ
の撮影がきっかけとなり、ポロックは
またしてもアルコール中毒に逆戻り
してしまい、その後は、作品も生彩
を欠くようになり、あわせて妻とも
うまくいかなくなり浮気をし、や
がて妻は別居。ポロックはいっしょ
に住むようになった浮気相手と自損
事故を起こし、死んでしまう。１９５６
年のことだった。

２０世紀の巨匠に
ジャクソン・ポロックという名前を

聞いて、ああ、絵の具を筆でキャン
バスに滴らせて絵を描くアーティスト
ね、と答えられた人は、相当な現代
美術通である。実はポロックの作品
は美術の教科書にけっこう掲載され
ていることが多いので、案外、子ど
もたちのほうが知っていて、子ども
によっては美術の先生が授業で、ポ
ロックの真似事をさせてくれた体験
をもっているかもしれない。ポロッ
クの絵画は、ある意味では子どもに
もできそうなアートなのだ。いや、も
ちろんそうではないのだけれど、で
きそう、と思えてしまうような微妙な
アートなのだ。
そして、そういうアートでポロック

は、２０世紀のアメリカでもっとも有
名な画家となり、ピカソやマチスと
並んでモダニズムの殿堂にコレクショ
ンされているのである。

シャーマンとしての画家
さて、そんなポロックのアートとは
どんなアートなのか、まずは図版を
見ていただきたい。
ドリップ・ペインティングと呼ばれ
るこの描き方は、床にキャンバスを
敷いて四方八方から絵の具を筆で
滴り落とすという手法で描かれた。
絵を描く場合、キャンバスには木わ
くがついているものであり、それを
イーゼルに置いて座って描くという
のが普通のスタイルだ。もちろんポ
ロックもそういう描き方をしてきた。
シュールレアリスム的な描き方（超現
実的な世界を描く）や、プリミティヴ
ィズム風の描き方（アフリカの民族

美術のような描き方）が好評を得て
いた時期もあったのだ。
ところがポロックはこうした「シャ

ーマンとしての画家」というイメージ
を、アルコール中毒という代償によ
り得ていたのだった。

ぺギーとの出会い
ときはちょうどルーズベルト大統

領の時代。１９２９年からはじまった
大恐慌時代のただなかでのこと。政

府はニューディール政策を実施した。
貧しいアーティストたちのために公
共事業促進局による連邦美術計画
がスタートしたのもこのころ。ポロッ
クは政府の建物に壁画を描く仕事に
従事して生活の糧を得ていた。この
時期、そういう仕事をして生活して
いる自分自身に耐えられなかったの
だろう。ポロックは極度のアルコー
ル中毒に陥るのだ。そして４ヶ月にわ
たる入院期間中に、ポロックは前述
したような絵を描いた。
後にグッゲンハイム美術館を設立

することになるぺギー・グッゲンハイ
ムと出会ったのもこの時期で、ぺギ
ーはポロックのために何度も個展を
開くなどして一躍ニューヨークで脚
光を浴びることになるのだが、しか
しなぜか評判は高くても作品はあま
り売れなかった。

ハネ・ムーン時代のポロック
１９４５年秋、ポロックはリー・クラス
ナーという女生と恋に落ち結婚し、
ロングアイランド島のイーストハンプ
トンに近い農家で新婚生活をスター
トする。この島での生活はアルコー
ルの誘惑から断ち切るための苦肉
の策でもあった。そこでポロックは、
いわゆる描く方法を捨てて、前述し
たような床にキャンバスを置いて
「描く」ドリップ・ペインティングをは
じめたのだ。
つまり、ドリップ・ペインティングは、

アルコール中毒からの離別の描法で
もあったということになる。そういう
事実を知ってからポロックの絵を見
ると、いろいろな思いが浮かんでく
る。絵の具の滴りは、ポロックの手
の動き、体の動きをほうふつとさせ
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美　　術
ユニークな視点で解説

アートがもっと楽しくなる

ボ
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ま
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、
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無
料
。

ポロックとクラスナー

納屋を改造したアトリエ

制作風景

ポロック錬金術

錬金術部分01

錬金術部分02
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食
べ
歩
き
に
熱
心
な
世
の
中

で
、
新
し
い
店
が
で
き
れ
ば
す
ぐ

さ
ま
出
か
け
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と

食
通
ぶ
っ
て
、
話
題
は
つ
き
な
い
。

コ
ン
ビ
ニ
で
簡
単
に
食
事
も
で
き

る
。
い
ま
や「
食
」は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
で
、
簡
便
だ
。
一
方
、
子
供
の

肥
満
も
、
成
人
病
も
多
い
。
日
本

人
の「
食
」は
、
ど
う
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
か
。

増
村
由
児「
生
あ
り
て
食
あ
り

食
あ
り
て
生
あ
り
」は
、「
食
」

で
つ
づ
る
戦
中
・
戦
後
史
だ
。
著

者
は
一
九
二
六
年
に
山
梨
の
養
蚕

の
村
に
生
ま
れ
、
戦
争
で
中
国
に

出
兵
、
敗
戦
後
は
収
容
所
生
活
も

体
験
し
て
い
る
。
幼
い
頃
の
山
梨

の
食
生
活
、
戦
争
で
の
飢
餓
を
と

お
し
て「
お
い
し
い
も
の
を
腹
い
っ

ぱ
い
食
う
、
そ
れ
こ
そ
生
き
る
証

で
あ
り
喜
び
だ
」と
、
切
実
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
こ
め
る
。

村
の
主
食
は「
お
麦
め
し
」で
、

夜
は
手
打
ち
の「
ほ
う
と
う
」で

あ
り
、
し
か
も
麺
よ
り
も
ネ
ギ
が

多
く
、
な
ん
と
か
ネ
ギ
を
減
ら
し

て
も
ら
お
う
と
母
親
に
訴
え
る

と
、「
好
き
嫌
い
を
無
く
し
て
お
か

な
い
と
、
他
家
に
奉
公
に
行
っ
た

時
、
ど
う
す
る
の
だ
」と
叱
ら
れ

た
と
い
う
。
米
が
食
え
る
の
は
年

に
何
回
か
で
、
正
月
、
村
祭
り
、

お
盆
、
年
の
暮
れ
、
と
き
と
し
て

「
不
幸
」が
あ
っ
た
と
き
だ
っ
た
。

貴
重
な
お
か
ず
は「
タ
ク
ワ
ン

漬
け
」で
、
ど
の
家
で
も
発
酵
し

た
糠
に
柿
の
皮
な
ど
を
入
れ
て
風

味
を
出
し
、茎
は
浅
漬
け
に
し
た
。

「
タ
ク
ア
ン
さ
え
あ
れ
ば
、
飯
の

お
菜
は
要
ら
な
い
」と
い
う
の
が
、

貧
し
い
農
家
の
合
い
言
葉
で
あ

り
、
慰
め
だ
っ
た
。「
ト
マ
ト
」が

村
に
入
っ
て
き
た
の
は
昭
和
五
、

六
年
の
頃
で「
真
っ
赤
な
柿
の
よ

う
だ
」と
感
じ
た
。
母
親
に
差
し

出
す
と
、
鼻
を
つ
ま
み「
そ
ん
な

も
ん
食
え
ん
」と
怒
っ
た
と
い
う
。

米
の
飯
を
食
う
の
が
夢
だ
っ

た
。
あ
る
日
、
学
校
の
廊
下
に

「
満
州
へ
行
け
ば
、
十
町
歩
の
地

主
に
な
れ
る
」
と
い
う
ポ
ス
タ
ー

が
貼
っ
て
あ
っ
た
。
大
地
主
に
な

れ
ば
、「
食
い
物
は
豊
富
」
だ
と
、

昭
和
十
六
年
、
満
蒙
開
拓
青
少
年

義
勇
軍
と
し
て
満
州
に
渡
っ
た
。

し
か
し
、
口
に
し
た
の
は
粟
と
高

梁(

カ
オ
リ
ャ
ン)

の
混
合
食
で
、

し
か
も
、
兵
隊
食
器
に
八
分
目
も

な
か
っ
た
。
敗
戦
後
は
収
容
所
生

活
を
し
、
八
年
間
の
炭
坑
生
活
を

送
る
。
兵
隊
達
は
食
糧
不
足
の
な

か
で「
日
本
に
い
つ
帰
れ
る
か
」と

あ
て
の
な
い
希
望
を
語
り
、
ま
た

「
あ
そ
こ
の
寿
司
は
最
高
だ
」な
ど

と
、
か
な
わ
ぬ
食
物
談
義
を
し
た

と
い
う
。

食
べ
放
題
と
、
残
飯
の
今
日
の

時
代
に「
食
」が
人
生
の
体
験
で

あ
る
と
い
う
の
は
、
衝
撃
だ
。（

寿
）

増
村
由
児「
生
あ
り
て
食
あ
り
　
食
あ

り
て
生
あ
り
」￥
2
0
0
0
＋
税

連
絡
先
・
0
5
5（
2
3
5
）3
0
6
0

三分一湧水館

「水のセミナー」
講演録

普
通
の
人
で
も
水
の
問
題
が
実
感
で
き
、
さ
ら
に
、
話
題

が
で
き
、
少
し
ば
か
り
、
知
っ
た
か
ぶ
り
が
で
き
る
。
こ
れ

は
面
白
い
、
と
い
う
の
を
挙
げ
て
み
た
い
。

①
水
は
、
水
だ
け
で
は
な
く
、
地
層
と
か
岩
石
と
の
関
わ

り
で
調
べ
る
こ
と
。
化
学
組
織
の
違
い
が
地
下
水
・
湧
水
・

河
川
の
み
な
ら
ず
、
動
植
物
に
ま
で
反
映
さ
れ
て
い
る
。

②
地
球
の
表
面
の
四
分
の
三
は
水
で
被
わ
れ
て
い
る
が
、

飲
料
水
と
し
て
使
え
る
の
は
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
ま
た
、

そ
の
○
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
再
生
で
き
ず
、
こ
の
水
資
源

は
不
平
等
に
供
給
さ
れ
て
い
る
。
西
ア
フ
リ
カ
で
は
一
日

に
十
五
キ
ロ
も
歩
い
て
水
を
汲
み
に
い
く
。
③
日
本
も
水

力
発
電
を
す
る
こ
と
で
、
石
油
や
輸
入
資
源
に
頼
ら
な
く

な
り
、
大
気
汚
染
が
防
げ
る
。
雨
水
利
用
は
貴
重
な
飲
料

水
を
節
約
す
る
だ
け
で
な
く
、
大
雨
に
よ
る
洪
水
を
防
ぐ
。

④
日
本
人
は
一
日
五
リ
ッ
ト
ル
の
石
油
を
使
っ
て
い
る
が
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
を
抑
え
、
二
酸
化
炭
素
を
減
ら
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
石
油
の
埋
蔵
量
も
危
機
的
状
況
だ
。

⑤
飲
み
水
を
何
処
か
ら
得
て
い
る
か
と
い
う
と
、
全
国
で

は
ダ
ム
水
と
河
川
水
で
、
地
下
水
系
は
四
分
の
一
。
と
こ

ろ
が
山
梨
は
地
下
水
系
が
三
分
の
二
で
、
全
国
で
は
ダ
ム

の
水
位
が
命
綱
で
あ
り
、
山
梨
で
は
天
然
の
地
下
水
湖
に

依
存
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
川
）

「
水
の
セ
ミ
ナ
ー
講
演
録
」

連
絡
先
・
三
分
一
湧
水
館

電
話
０
５
５
１（
３
２
）０
０
５
８

「真っ白い米の飯を、

腹いっぱい食いたい」

飽食の時代に回顧する

「食」の戦後60年

こんなところに山梨

思いがけない場面で

ふるさと再発見

昇
仙
峡
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
の
、
県

営
の
駐
車
場
を
金
櫻
神
社
方
面
に
急

坂
を
あ
が
っ
た
右
側
に
、
高
成
、
竹
日

向
方
面
の
小
さ
い
道
標
が
あ
る
。
昇

仙
峡
に
は
し
ば
し
ば
行
く
が
、
竹
日

向
地
区
が
ど
こ
に
あ
る
か
知
ら
な
か
っ

た
。
車
で
五
分
も
山
道
を
上
が
る
と
、

左
右
に
道
が
分
か
れ
て
、
左
が
高
成

地
区
、
右
が
竹
日
向
に
続
く
。
カ
ー

ブ
を
曲
が
る
と
展
望
が
開
け
て
、
険

し
い
山
裾
に
固
ま
っ
た
集
落
が
見
え

る
。
鳥
刺
し
舞
が
残
っ
た
の
は
、
こ
う

い
う
不
便
な
山
間
地
で
あ
る
こ
と
も

理
由
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
十
数
件
の
家
が
あ
る
が
、

半
分
は
廃
屋
で
あ
る
。
終
戦
直
後
は

一
〇
〇
人
以
上
も
い
た
と
い
う
人
口

も
現
在
は
高
齢
者
を
中
心
に
五
世
帯

が
住
む
と
い
う
。
か
っ
て
は
林
業
、
炭

焼
き
、
蒟
蒻
栽
培
、
養
蚕
な
ど
が
中

心
で
あ
っ
た
。
今
は
地
区
を
離
れ
て

町
に
住
む
千
野
利
雄
さ
ん
宅
に
、
千

野
蔭
雄
さ
ん
と
、
千
野
文
雄
さ
ん
に

集
ま
っ
て
い
た
だ
く
。
こ
こ
で
は
総
て

が
千
野
姓
で
あ
る
。

鳥
刺
し
舞
い
が
舞
わ
れ
た
の
は
、
最

近
で
は
平
成
十
六
年
の
正
月
と
夏
に

行
わ
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
よ
り
前
は
、

一
〇
年
以
上
前
に
、
甲
府
市
の
社
会

教
育
セ
ン
タ
ー
で
、
甲
府
市
の
芸
能

が
上
演
さ
れ
、
そ
の
時
参
加
し
て
い

る
。
同
じ
頃
み
た
け
文
芸
座
で
も
上

演
し
て
い
る
が
、
な
が
く
途
絶
え
て
い

た
。
残
念
な
こ
と
に
鳥
刺
し
舞
い
を

伝
承
し
て
い
た
千
野
貞
智
さ
ん（
昭
和

元
年
生
ま
れ
）が
今
年
に
な
っ
て
亡
く

な
っ
た
。
そ
こ
で
伝
承
す
る
人
が
居

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
も
そ
も
鳥
刺
し
舞（
踊
り
）は
、

農
民
が
大
切
な
農
作
物
を
鳥
た
ち
に

食
べ
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、
神
に
祈
る
神
事
儀
式
が
も
と

も
と
の
出
発
で
、
害
鳥
を
捕
ら
え
る

様
子
が
、
次
第
に
芸
能
化
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

竹
日
向
で
は
小
正
月
の
行
事
と
し

て
、「
獅
子
舞
」「
お
か
め
ひ
ょ
っ
と
こ
」

「
七
福
神
」な
ど
と
共
に
こ
の
鳥
刺
し

舞
が
行
わ
れ
る
。
厄
年
の
人
が
い
る

と
お
祓は

ら

い
の
た
め
に
、
ま
た
結
婚
式

で
も
余
興
と
し
て
舞
わ
れ
る
。

「
貞
智
さ
ん
は
う
ま
か
っ
た
。
鳥
刺

し
舞
が
好
き
だ
っ
た
」蔭
雄
さ
ん
が
い

う
。そ

の
千
野
貞
智
さ
ん
は
生
前
、
鳥
刺

し
舞
や
万
歳
、
お
か
め
ひ
ょ
っ
と
こ
な

ど
地
区
に
伝
わ
る
行
事
の
詞
章
集
を

残
し
て
い
る
。

鳥
刺
し
舞
の
登
場
人
物
は「
奴
」（
や
っ

こ
）と「
兄
」で
、
奴
の
言
葉
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
。
こ
れ
に
太
鼓
一
人
と

笛
二
人
が
付
く
。

「
鳥
刺
し
舞
の
言
葉
は
覚
え
ら
れ
る

が
、
振
り
が
難
し
い
か
ら
」文
雄
さ
ん

が
言
う
。

話
し
を
聞
き
な
が
ら
、
私
は
こ
の

芸
能
が
な
ん
と
か
、
継
承
で
き
な
い

か
と
考
え
て
い
た
。

（
十
月
二
十
九
日
午
後
七
時
と
、
三
十

日
午
後
二
時
に
、
南
ア
ル
プ
ス
市
の

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
あ
や
め
ホ
ー
ル

で
、
水
木
亮
さ
ん
の
主
宰
す
る
劇
団

に
よ
り
、「
黄
昏
岬
―
栄
村
集
団
自
決

の
記
録
―
」が
上
演
さ
れ
る
）

「鳥刺し舞」その①

や
ま
な
し
・
ふ
る
さ
と
の
歌
と
芸
能
を
た
ず
ね
て

劇作家　水木　亮
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棚横手（1306m）（勝沼町）
写真と文 上野　巌

棚
横
手
山
と
い
う
場
合
も
あ
る
が
、

正
式
に
は
山
が
つ
か
な
い
よ
う
に
、
こ

こ
は
は
っ
き
り
し
た
ピ
ー
ク
を
持
つ
、

い
わ
ゆ
る
山
岳
で
は
な
い
。
北
に
あ

る
宮
宕
山
か
ら
、
南
西
に
延
々
と
大

善
寺
ま
で
続
く
尾
根
上
の
ひ
と
つ
の

こ
ぶ
の
地
名
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
富
士
の
眺
め
は
抜
群
だ
。

コ
ー
ス
の
状
況
も
タ
イ
ム
も
、
の
ん
び

り
歩
く
の
に
適
し
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
秋
の
一
日
、
身
近
の
山
道
を
辿
っ

て
富
士
の
観
賞
に
で
か
け
よ
う
。

勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
の
北
か
ら
山
を

目
指
す
菱
山
深
沢
林
道
に
入
る
。
蛇

行
を
繰
り
返
し
て
大
滝
不
動
尊
の
山

門
前
に
車
を
停
め
る
。
山
門
か
ら
石

段
を
登
り
、
本
堂
の
裏
に
落
ち
る
大

滝
を
眺
め
、
右
手
の
橋
を
渡
っ
て
遊
歩

道
に
入
る
。
小
さ
な
お
堂
を
二
つ
見

て
ス
ギ
の
木
立
の
中
を
登
る
と
林
道

に
出
る
の
で
、
左
に
進
む
。
七
、
八
分

で
右
手
に
指
導
標
が
あ
る
。

雑
木
林
の
中
を
十
分
ほ
ど
登
る
と
、

も
う
尾
根
道
だ
。
左
へ
登
る
。
や
や

急
な
部
分
も
あ
る
が
僅
か
な
時
間
で

あ
る
。
振
り
返
る
と
富
士
が
見
え
る
。

や
や
平
ら
な
部
分
を
通
過
し
、
あ

と
ひ
と
登
り
で
も
う
三
等
三
角
点
の

あ
る
頂
上
で
あ
る
。
富
士
は
南
の
御

坂
山
塊
の
上
に
秀
麗
な
姿
を
見
せ
る
。

十
月
下
旬
か
ら
十
一
月
初
旬
頃
が
紅

葉
と
の
組
合
せ
で
最
高
だ
ろ
う
。
な

お
、
三
角
点
よ
り
一
段
先
に
進
む
と
、

更
に
展
望
の
よ
い
所
が
あ
る
。

帰
路
は
往
路
を
そ
の
ま
ま
戻
る
か
、

分
岐
を
通
り
過
ぎ
て
富
士
見
台
に
登

り
、
高
尾
山
ま
で
歩
い
て
林
道
を
不

動
尊
山
門
前
に
戻
る
と
い
う
方
法
も

あ
る
。
高
尾
山
か
ら
見
下
ろ
す
勝
沼

ぶ
ど
う
郷
駅
と
、
ぶ
ど
う
の
丘
付
近

の
眺
め
は
圧
巻
で
あ
る
。

尾根道から見上げる棚横手付近の紅葉

成
十
七
年
の
今
年
は「
戦
後
六

十
年
」と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ

に
関
連
す
る
催
物
が
あ
っ
た
。
敗
戦

は
軍
隊
の
消
滅
で
あ
り
、
兵
士
ら
が

生
活
し
て
い
た
兵
営
が
な
く
な
る
こ

と
で
も
あ
っ
た
。
今
回
は
甲
府
に
あ
っ

た
歩
兵
第
四
十
九
連
隊
と
早
野
組
に

つ
い
て
記
し
て
み
る
。

明
治
三
十
六
年(

一
九
〇
三
）六
月
、

中
央
東
線
が
開
通
し
、
甲
府
ま
で
汽

車
が
来
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
笹
子
ト

ン
ネ
ル
の
難
工
事
に
早
野
組
の
創
立

者
早
野
金
蔵
の
活
躍
が
あ
り
、
こ
れ

に
よ
り
鉄
道
と
早
野
組
と
の
関
連
も

で
き
て
、
そ
れ
が
現
在
の
甲
府
通
運

株
式
会
社
の
運
送
業
の
基
礎
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

甲
府
ま
で
開
通
し
た
中
央
本
線
は

さ
ら
に
西
に
延
び
塩
尻
を
経
て
松
本
、

名
古
屋
へ
至
る
が
、
甲
府
市
と
し
て
こ

こ
で
一
つ
の
問
題
が
起
き
て
く
る
。

甲
府
城
跡
地
を
利
用
し
て
甲
府
駅
と

線
路
を
設
け
た
結
果
、
甲
府
の
町
が

南
北
上
下
に
分
け
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
明
治
期
甲
府
の
中
心
は

現
在
の
中
央
四
丁
目
、
旧
柳
町
、
三

日
町
、
桜
町
で
あ
り
、
線
路
で
分
断

さ
れ
た
北
部
は
住
宅
地
と
い
わ
れ
た

が
南
と
北
を
つ
な
ぐ
道
路
は
鉄
道
で

ふ
さ
が
れ
、
踏
切（
現
在
の
朝
日
町
通

り
の
ガ
ー
ド
も
踏
切
で
あ
っ
た
）で
連

絡
す
る
の
み
と
な
り
、
人
の
動
き
も

両
断
さ
れ
、
甲
府
北
部
地
帯
の
活
性

化
が
問
題
と
な
っ
て
来
た
。

た
ま
た
ま
明
治
三
十
八
年（
一
九
〇

五
）日
露
戦
争
の
戦
後
処
理
の
一
つ
と

し
て
出
征
強
化
し
た
軍
隊
を
ど
う
す

る
か
―
そ
の
結
果
と
し
て
日
本
各
地

で
連
隊
設
置
の
誘
致
運
動
が
は
じ
ま

る
。
甲
府
市
で
も
軍
隊
の
常
駐
は
兵

士
に
よ
る
人
口
増
、
地
元
民
が
徴
兵

に
よ
り
他
県
へ
行
か
ず
、
地
元
で
勤

務
出
来
る
。
休
日
に
は
地
元
の
商
店

が
に
ぎ
わ
う
。
さ
ら
に
面
会
日
に
は

県
外
か
ら
家
族
が
来
る
な
ど
の
利
点

を
あ
げ
て
、
甲
府
市
参
事
会
を
中
心

に
運
動
が
行
わ
れ
た
。

設
置
の
案
が
決
定
さ
れ
る
と
と
も

に
起
き
た
の
が
、
練
兵
場
を
含
む
広

大
な
土
地
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
当

時
の
若
尾
財
閥
で
あ
っ
た
若
尾
地
所

部
が
現
在
の
緑
ケ
丘
、
北
新
町
一
帯

の
土
地（
そ
の
地
主
大
小
合
わ
せ
て
百

二
十
余
人
）を
買
収
し
、
合
計
十
二
万

五
千
六
百
坪（
四
十
一
万
四
千
六
百
余

平
方
メ
ー
ト
ル
）を
一
括
寄
贈
す
る
こ

と
に
な
り
、
土
地
問
題
と
甲
府
市
街

活
性
化
と
い
う
問
題
が
解
決
し
た
。

十
二
万
余
坪
の
約
半
分
が
兵
舎
と

衛
戍

え
い
じ
ゅ

、
病
院（
陸
軍
病
院
―
現
在
の
国

立
甲
府
病
院
）
と
甲
府
連
隊
区
司
令

部
、
あ
と
半
分
が
練
兵
場（
現
在
の
相

川
北
西
湯
村
山
の
麓
ま
で
）と
な
っ
た
。

建
設
は
臨
時
陸
軍
建
築
部
甲
府
出
張

所
の
手
で
行
わ
れ
る
が
、
こ
の
工
事
を

請
け
負
っ
た
の
が
早
野
組
他
一
社
で

あ
る
。

現
在
早
野
組
に
は
こ
の
関
連
書
類

は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
た
だ
一
枚
だ

け「
甲
府
市
早
野
組
請
負
工
事
歩
兵
第

四
十
九
聯
隊
射
撃
場
構
築
之
状
況
」と

の
標
題
の
つ
い
た
写
真
が
現
存
す
る
。

こ
の
射
撃
場
は
練
兵
場
の
北
側（
現
山

梨
県
立
体
育
館
）に
東
西
六
百
メ
ー
ト

ル
、
北
と
南
の
両
側
に
射
撃
場
を
は

さ
ん
で
百
メ
ー
ト
ル
の
土
手
が
四
つ

あ
り
、
西
の
着
弾
地
の
湯
村
山
に
は

二
百
メ
ー
ト
ル
の
土
手
が
あ
っ
た
。
写

真
に
は
北
に
法
泉
寺
の
本
堂
が
望
ま

れ
、
手
前
の
丘
を
整
地
す
る
ト
ロ
ッ
コ

が
何
台
も
写
っ
て
い
る
。
現
代
の
重
機

を
使
っ
て
の
整
地
と
ち
が
い
、
人
力
に

よ
る
労
働
力
を
大
量
に
必
要
と
し
た

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
の
労
力

を
動
員
す
る
こ
と
の
出
来
る
早
野
組

の
実
力
は
、
笹
子
ト
ン
ネ
ル
工
事
の

実
績
等
に
よ
り
国
や
軍
に
よ
っ
て
認

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
証
拠
で
あ

る
と
い
え
る
。

林　陽一郎
はやし　 よういちろう

甲府市教育委員会文化振興指導員
山梨郷土研究会

里山を象徴するワラビの紅葉と新雪の富士展望。棚横手にて

名峰からの富士山 vol.8
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き
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戦後戦後6060年―消年―消え去った甲府連隊た甲府連隊 
　建設　建設に力を見せた早野組た早野組 
戦後60年―消え去った甲府連隊 
　建設に力を見せた早野組 

射撃場工事

高尾山下の林道から見おろす勝沼ぶどう郷駅と
ぶどうの丘付近

（車20分）

（50分）

（30分）

（25分）

（50分）

（30分）

第四十九連隊附近図



日常を取り巻く不穏な社会情勢。日本の治安安
全神話が崩れつつある昨今、日々の暮らしの中で
企業はもとより一般家庭を狙った犯罪が増加して
いる。私たちは、自分自身の安全をもう一度真剣
に考える時を迎えている。
今回、訪問させて頂いた昭和総合警備保障株式

会社では、そんな時代のニーズに応えた警備体制
をご提案。最新の警備システムときめ細かい対応
で施設の管理メンテナンスはもとより、ホームセ
キュリティや防災・防犯など数多くの総合警備を一
手に引き受けている。
会社を設立して現在に至る歴史は、県内で最も

古く、数多くの経験と直面したさまざまなケースで
の対応が信頼の警備の礎となっている。
「犯罪は時代によって変わってきています。核家
族化が進む中で、高齢者や独身女性の一人暮らし
を狙った犯罪が増えています。企業だけでなく、一
般家庭での日頃の防犯意識
の向上が大切な時代になっ
ています」と語る代表取締
役の村松昭氏。
住宅街での死角を狙った犯罪も増加。相談に訪

れたお客様には各家庭の事情を考慮した防犯シス
テムを提案。センターマシンは２４時間体制で管理
され、迅速に出動し対応できるよう機動隊と呼ば
れる部署も設置している。地域に密着した防犯体

制はおおいに心強い。
最近購入したＷｉＬＬ ＶＣは、住宅街など狭い道

でも小回りがきき大活躍。おなじみのツートンカラ
ーのスタイリングで存在感も十分。機動隊のフット
ワークを支えている大切なスタッフとなっている。
当然の事ながらメンテナンスにも細心の注意をはら
い、徹底した整備管理がなされている。
また、県内の百貨店や大手スーパーからも保安

警備を任され、万引・置引等の不法行為や不審者
の侵入防止に大切な役割を担っている。
「日々の暮らしの中、不安を感じたらまずお気軽
にご相談下さい」心強いひと言が私たちの安心な
生活を支えてくれる。知らず知らずの内に、お世話
になっていたセキュリティのエキスパート。これか
らの時代、何
よりも生活に
密着した大切
なパートナー
である事は間
違いない。
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ユーザー訪問 鈴木 昭雄さん・誠二さん宅（甲府市）昭和総合警備保障株式会社

甲府市の北部、田んぼ
に囲まれたのどかな風景
の中に立つ鈴木邸。昭雄
さん（６８）ご夫妻と息子さ
んの誠二さん（３５）ご夫妻
が暮らす二世帯住宅が、
今回の訪問先だ。
７月の初めに完成した
ばかりという「シンセ・レ
ゾンＳ」は、１５０坪の広々
とした敷地に建てられた
６８坪の２階建て。１階は
昭雄さんご夫妻の住まい
で、リビングダイニングに
和室、寝室の２ＬＤＫ。誠二さんご夫妻が住む２階
もリビングダイニングに寝室、将来の子ども部屋と
いう２ＬＤＫで、間取りは１、２階ともほぼ同じだが、
それぞれの個性が生かされた雰囲気の異なる空間
が広がる。
「友人がよく集まるので、広くてすっきりとした家
を希望した」という１階は、１５畳の広々としたリビ
ングを確保。フローリングやドアにはシックな色あ
いを選び、落ち着いた雰囲気に仕上げている。
スッキリ暮らすために不可欠な収納も、キッチンに
約３畳のパントリー、寝室の隣には約４畳のウォー
クインクローゼットがあり、「リクエスト通り、十分な
収納力があって気に入っています」と奥様も大満
足の様子。
一方、２階は「とにかくシンプルに。真っ白な箱

のように、とお願いしました」と若奥様。壁も天井

も白、フローリン
グも白木を選
び、窓枠まで白
にこだわった。
室内は眩しいほ
ど明るく、広々と
した雰囲気。リビングには細窓が３枚並び、間には
間接照明を設けるなど、随所にご夫婦のこだわり
が感じられる洒落た空間だ。
玄関はそれぞれにあり、Ｌ字型に配置されてい

る。当初は玄関を二つ横に並べようかと悩んでい
たが、営業の川口さんから提案があり、今のスタイ
ルに決まった。「こちらが考えつかないようなアイ
デアをいろいろと出していただけたおかげで、納
得の家ができました」と昭雄さん。誠二さんも「間
取りに苦労しました。希望ばかりを言っていたら

だんだん家の形がおかしくなっ
てしまって。やはりプロのアド
バイスは頼もしいですね」と笑
顔を見せる。
「これからエクステリアをす
るのが楽しみ」と話す鈴木さん
ご一家。みんなでプランを出し
合いながら造り上げる庭も、き
っと家族の笑顔があふれる場
所となるだろう。

個
性
あ
ふ
れ
る
二
世
帯
住
宅
。
プ
ロ
の
提
案
で
理
想
の
住
ま
い
が
完
成

生
活
に
密
着
し
た
安
心
・
安
全
の
総
合
警
備
。
時
代
の
ニ
ー
ズ
合
わ
せ
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
　

◆ Data ◆
昭和総合警備保障株式会社
本　　　　　社：山梨県甲府市朝気一丁目1番5号　
TEL 055（232）1402（代） FAX 055（222）5333
静　岡　支　社：静岡県御殿場市萩原496-4 八窪ビル2Ｆ　
TEL 0550（84）0081
富士吉田営業所：山梨県富士吉田市下吉田2072-3
TEL 0555（24）7366 FAX 0555（24）4600

〈ネッツトヨタ甲斐のページ〉 〈トヨタホーム山梨のページ〉
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ときのひと・FACE 人を結ぶ、地域と結ぶ

知ってほしい心の交流スポット

「運転に慣れはありません」

少し緊張した様子で語りはじめて
くれたのは、トラック運転歴３０年以
上というベテラン運転手の奈良利幸
さん。ダンプ運転手を経て昭和５８
年に甲府通運に入社。以来、１０トン
トラックでの荷物の輸送を担当して
おり、現在は甲府通運が業務提携し
ている名鉄運輸の関東エリアとの路
線便を運行している。

路線便の仕事は夕方に山梨を出
発し、翌朝までに担当エリアに荷物
を届け、その日の夕方に担当エリア
でまた新たな荷物を積み、翌朝に
山梨に戻るというハードな仕事だ。
出勤は午後５時からだそうだが、「い
つも２時半から３時には出てきてい
ます。年齢のせいか、眠りたくても
眠れなくてね」と笑ってみせるが、
その言葉からは仕事に対するまっす
ぐな姿勢や強い責任感がうかがえる。

そんな奈良さんが運転をする際
に一番に心掛けているのは「基本に
戻ること」だという。「交通ルールを
忠実に守ること、それが基本です。
ハンドルを握ったらいつでも命がけ
です。お客さまの大切な荷物を預かっ
ていますから」と力を込める。
また奈良さんは「運転に慣れはあ

りません」ともいう。担当している
路線便で走る道路はいつもほぼ同
じコースだが、走り慣れている道だ
からといって気が抜ける時はない。
歩行者や自転車がいる一般道は特
に神経をつかうそうで、気を引き締
めて仕事に当たる毎日だ。
もちろん、気持ちとともに体調管

理にも万全を尽くしている。そこに
は家族の協力も。「昼夜逆転の生活
をしているので、家族は大変だと思
いますよ。照れくさくて面と向かっ
ては言えませんが、感謝しています」
と笑顔を見せる。

環境保護活動にも積極的

地球温暖化などが社会問題とな
り、プロドライバーにも環境問題へ
の取り組みが求められる時代。甲
府通運では昨年１１月にＩＳＯ１４００１を
取得。各トラックには「無用なアイド
リングをやめる」など、環境保護の
取り組みが盛り込まれた「ドライバ
ーの心得」が備えられている。「毎日
地道に取り組んでいます。そうやっ
てみんなが同じ気持ちで取り組む
ことが大切です」と環境保護にも積
極的な奈良さん。何事にもまっすぐ
に、真剣に取り組んでいけるのは、
「この仕事を誇りに思っています」
と自信に満ちた表情で語れる人だ
からこそ。その姿勢は、後輩たちに
もしっかりと伝わっていることだろう。

まっすぐな姿勢と
強い責任感から生まれる
仕事への情熱と誇り
甲府通運株式会社
作業課運行主任　 奈良利幸さん（南アルプス市）

〈やさしい手甲府のページ〉
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桔
梗
信
玄
餅
で
お
な
じ
み
の
桔
梗

屋
東
治
郎
の
上
野
原
店
が
、
食
事
ど

こ
ろ「
水
琴
茶
堂
」
を
併
設
し
て
移
転

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。

水
琴
茶
堂
は
鉄
釜
で
炊
き
あ
げ
た

ご
飯
や
揚
げ
た
て
の
フ
ラ
イ
、
手
作

り
の
総
菜
な
ど
が
味
わ
え
る
お
店
。

す
べ
て
無
添
加
な
の
で
、
自
然
の
味

そ
の
も
の
を
楽
し
め
る
。

メ
ニ
ュ
ー
は
季
節
ご
と
に
変
わ
り
、

多
彩
な
味
わ
い
が
人
気
の「
ミ
ニ
ミ
ニ

Ｄ
Ｏ
Ｎ
」（
千
円
）は
、
秋
は
栗
福
お
こ

わ
や
茶
碗
蒸
し
な
ど
の
八
品
。
そ
ば

や
ほ
う
と
う
な
ど
も
あ
り
、
甘
味
や

ア
ル
コ
ー
ル
類
も
充
実
。
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
で
き
る
お
に
ぎ

り
や
総
菜
も
販
売

し
て
い
る
の
で
、

手
軽
な
ラ
ン
チ
に

も
う
れ
し
い
。

食
事
の
帰
り
に
は
、
東
治
郎
で
味

わ
い
深
い
和
菓
子
を
選
ん
で
み
て
は
。

十
勝
産
の
大
納
言
小
豆
を
使
っ
た「
き

ん
つ
ば
」や
、

最
中
と
餡

を
食
べ
る

時
に
合
わ

せ
る
「
団
十

郎
十お

八は

番こ

」

は
贅
沢
な

味
わ
い
。
ぜ

ひ
一
度
ご

賞
味
く
だ

さ
い
。

高い技術力が魅力の
頼りになる老舗

メガネ・時計のメガネ・時計の
すすきすすき

大
き
な
時
計
台
が
目
印
の
す
す
き

は
、
六
月
十
日
の
時
の
記
念
日
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。
五
十
二
年

前
の
や
は
り
時
の
記
念
日
に
創
業
し

た
と
い
う
老
舗
。
充
実
し
た
商
品
構

成
と
高
い
技
術
力
を
持
っ
た
ス
タ
ッ
フ

が
信
頼
を
集
め
て
い
て
、
固
定
客
が
八

割
を
占
め
る
と
い
う
。

白
を
基

調
に
シ
ッ
ク

な
ブ
ラ
ウ

ン
の
家
具

類
で
コ
ー

ディ
ネ
ー
ト

さ
れ
た
店

内
は
、
落

ち
着
い
た

雰
囲
気
。

リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
伴
い
ニ
ー
ズ
の
多
い
め
が
ね
コ
ー

ナ
ー
を
さ
ら
に
充
実
。
ス
ペ
ー
ス
も
広

く
と
り
、
三
十
ブ
ラ
ン
ド
以
上
を
取
り

揃
え
て
い
る
。

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
も
力
を
入
れ
て

い
て
、
時
計
コ
ー
ナ
ー
で
は
そ
の
場
で

修
理
に
応
じ
て
く
れ
る
。
古
い
時
代

の
腕
時
計
な
ど
の
修
理
に
も
対
応
し

て
い
て
、
そ
の
技
術
力
は
口
コ
ミ
で
広

が
る
ほ
ど
。

「
す
す
き
な

ら
必
ず
直
し

て
も
ら
え
る

と
聞
い
て
」

と
訪
れ
る
お

客
さ
ま
も
多

い
と
か
。
頼

り
に
な
る
お

店
で
す
。

×月×日
４ヶ月ほど前に「やばい」という言葉の使用
方法が、年齢によって異なっているという報告
があった。年齢が高い人は本来の「危険・あ
ぶない」という意味で使い、若者は「かわいい」
という意味で使っている、ということである。後
者の使用例を挙げると、例えば、学校に子犬
が迷い込んできたとする。犬好きな女子学生
さんたちは、「やばいよ。先生これまじやばい」
などと言う場合があるが、翻訳すると「きゃーか
わいー、どうしよう？」という意味である。
どのような経緯で、このように意味が転化し
ていったのかを考えてみた。私と妻は、珍しく
意見が一致して「これって、自分がやばいんだ
よなー」ということになった。もう少し説明する
と、「自分がやばい」とは、あまりに可愛くて「自
己制御が不可能になる」といった意味である。
自己が制御できなくなるから危険＝「やばい」
となるのだろう。

その表現は、巧妙かつ「お洒落」であり、な
るほど上手いと感じないこともないが、もう一
つ心配なこともある。私が年をとってしまった
のかもしれないが、「こんなに自己中心的で良
いのだろうか？」という疑問が生まれるので
ある。
確かに、「可愛い」という感情は、他人に説

明不能な部分がある。したがって「可愛い」と
言って一般化するより、「やばい＝（自己崩壊
しそうだ）」と言って具体化した方が上手な表
現なのだろう。しかしそこには、一般的な「抽象
化」が入り込む余地のない自己中心の世界だ
けが残っている。
１５～２０年前に、「かわいー」を連発していた
少女達がいたが、現在では「かわいー」とは言
わない、「やばい」のほうが彼女ら・彼らの心に
フィットするのである。大先輩の清少納言に、
変遷に関する感想を聞いてみたいものである。

某
月
某
日

「やばい」って、誰が？炊きたてのご飯を味わい、
伝統の和菓子を選べる新店舗

桔梗屋東治郎桔梗屋東治郎
水琴茶堂上野原店水琴茶堂上野原店

営業時間 ９:００～２０:００
定 休 日 第２・第４日曜日
所 在 地 笛吹市石和町市部１０６８

ＴＥＬ０５５-２６２-２３３３

営業時間 東治郎９:００～２２:００
水琴茶堂１０:００～２２:００

定 休 日 年中無休
所 在 地 上野原市上野原１６１３

ＴＥＬ０５５４-６３-５２４０

×月×日
妻は毎日ネットサーフィンをする。私は最近イン

ターネット嫌いが高じて、メールさえもできることな
ら読みたくない。自慢ではないが、１５年ほど前に
インターネットの環境にもっとも早く適応した一人
であると思っているが、最近は使いたくないと
思っている。
ネットの中は基本的に無法地帯である。どんな
にセキュリティーを固めても、相手が有能であれば
無意味だし、もっと危険なのは「バーチャルな世
界の中には、平穏な市民がほとんど存在しない」
ことにある。メールマガジン・スレッド・ブログといっ
たものを読むと、あまりのむき出しの表現（欲望）
に気分が悪くなることがある。
名前の特定できないバーチャルな世界では、

人間は原始人になってしまう。人は誰でも欲望が
あり、心理学によると数分に一度「妄想の世界の
住人」になると言うことだが、現実社会では、その
妄想を実行に移すことはまず無いし、妄想を他

人に見せることなく平穏に生きている。
インターネットの発展は産業革命に例えられると
言われるが、本当に驚くべきは、その進展スピー
ドにある。産業革命が始まってから、その技術が
世界に浸透して行くには数十年から数百年
かかっている。インターネットの場合、数年で十分
であったし、１０年以上たつと次のステージに変貌
してゆく。
ここで何度も書いているが「ネットワークは社会」
である。電話網といったインフラと違って、参加す
る人々が形成してゆくバーチャルな世界である。
ここ数年の、ソフトウエア・ハードウエアの急速な
発展を考慮すると、この辺で大きな社会変革が
ある可能性は否めない。今のインターネットは、「欲
望をベースにした原始共産主義社会」と言えるか
も知れないが、変化・変貌することは避けられな
い。次はどうなってゆくのだろうか？もしマルクスが
生きていたら聞いてみたい。 ［文：杉村　聡］

自己中心的で愛を叫ぶ
インターネットと産業革命

サティ 
ＪＲ中央線 
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すすき 

R20

中央自動車道 

上野原IC

至東京 至甲府 

至小菅村 

桔梗屋東治郎 
水琴茶堂上野原店 

ＪＲ中央線 
上野原駅 
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甲斐の細道 道が語る歴史に焦点をあてて往時を偲ぶ

棒道は、最強の戦国武将といわれ
た武田信玄が、北信濃攻略のために
整備したといわれる軍用道路で、甲
斐と北信濃を最短距離で結ぶ。「ボウ
ミチ」と呼ばれるのは、八ヶ岳山麓を
ほぼまっすぐに走っていることに由来
するといわれている。その道筋は、
北杜市大泉町大芦から長坂町小荒
間、小淵沢町を経て、八ヶ岳西麓を
信州柏原（長野県茅野市）に至り、さ
らに大門峠を越える。かつては「上の
棒道」「中の棒道」「下の棒道」があっ
たとされる（「甲斐国志」）が、明らか
ではなく、現在確認できるのは「上の
棒道」の一部のみである。
大芦から小荒間を過ぎたあたりに

道に沿って「一番」「二番」というよう
に石に彫られた石仏観音が一町（１０
９ｍ）ごとに並んでいる。これは、江
戸時代末期、旅人が迷わないよう道
標として、また旅の安全を願って西
国・板東三十三観音を模して置かれ
たものと伝えられる。その頃、庶民の
間では三十三カ所の寺院を巡礼する
観音信仰が流行し、全国各地でこの
ように西国や板東を模倣した身近な
霊場が作られていた。
また、棒道には信玄にまつわる面

白い伝説も残されている。棒道のワ
ラビは不思議なことに灰汁

あ く

がないと
いわれている。戦国時代、戦の真っ
直中において調理するのは一苦労、
ましてやワラビの灰汁をとることなど
手間のかかる作業で、以ての外であっ
た。そう思った信玄は、ワラビを一睨
み、すると睨まれたワラビは怖くてた
ちまち灰汁のないワラビになったと

いう。このことからも、信玄がいかに
偉大で、畏敬されていたかが想像で
きよう。
再来年のＮＨＫ大河ドラマは「風林

火山」に決定した。それに因み、信玄
に縁の深い沿線の見所を紹介してい
きたい。

小海線甲斐小泉駅近く、小荒間地区
には「小荒間古戦場跡」がある。ここ
は、信濃の村上義清の軍勢と武田信
玄の合戦があったといわれている場
所だ。天文９年（１５４０）２月、信濃の
国より村上方の侍大将衆が深い雪の
中、総勢３５００余りの兵を率いて小荒
間に押し寄せ、近郷を焼き払った。
信玄は多田三八の勧めで即時出陣、
旗本だけの夜襲で敵を破り勝利をお
さめた。これは「甲陽軍鑑

こうようぐんかん

」（戦国大
名である武田氏の戦略・戦術を記し
た軍学書）の説によるもので、史実は
明らかではないが、信玄が本陣を敷
いたといわれる「中屋敷」をはじめ、
御座
ご ざ

石
いし

、遠
とお

見
み

石
いし

、刀
とお

架
か

石
いし

、鞍掛石
くらかけいし

な
ど合戦ゆかりの遺跡も残されている。

矢の堂は、甲斐源氏の祖、新羅三郎
義光（源義光）が１１世紀末に大津の
三井
み い

寺より歓請したもので、空海上
人作の聖観世音菩薩（矢の観音）を本
尊とする。信玄は、矢の堂を崇拝し
ていたので、信州大門峠の合戦に向
かう折、戦勝祈願をした。すると、見

事勝利をおさめたのだった。これを
機に、矢の観音を棒道に近い観音平
（小淵沢町、八ヶ岳編笠山中腹にある
武田時代の烽火台）に移し、祀った。
以来、信玄は信濃攻略のたびに観音
平に立ち寄り戦勝を祈願したといわ
れている。現在、矢の堂は町内にあ
り、観音平には矢の堂跡だけが残さ
れてる。

１９８５年、環境庁より「日本名水百選」
に選定された湧水。武田信玄の時代
から下流農村の農業用水として使わ
れていた。信玄は、この地において
水の分配をめぐり起きていた争いを
鎮めるため、水中に三角石柱を築き、
水を三方向に分け、等分して流水す
るという方法を考え出した。そのこと
からこの名がついたといわれている。
今でも毎日８,５００ｔもの水が流れ、農
業用水として利用されている。湧水
館もあり、湧水の仕組み、民話、歴史
などが学べる。 （写真：若林賢明）

棒道（小淵沢地内）

〈ロードのページ〉

棒道（長坂町小荒間）

風林火山の駆け抜けた道 
─棒　道──棒　道─ 
風林火山の駆け抜けた道 
─棒　道─ 

小荒間古戦場跡

矢の堂跡（観音平）

三分一湧水

観音平烽火台跡より


